
Guam
グアム特集［ 2016年 秋・冬号］

F a l l  /  W i n t e r  2 0 1 6



（2） （第３種郵便物認可） 2016年（平成28年）9月12日  増刊 第2346号

Guam Visitors Bureau (GVB)

MICE、教育旅行が堅調に推移
旅行会社へのアプローチを引き続き強化

グアム政府観光局（GVB）

グアム政府観光局（GVB）

表紙写真提供：グアム政府観光局

グアムへのMICE、教育旅行需要が堅
調に推移している。グアム政府観光局

（GVB）は、ここ数年プロモーション強化
に努めており、それが実を結んだ形だ。
こうしたプロモーションを行う上で欠か
せないのが、旅行会社や航空会社、さら
に現地サプライヤーとの協力関係。GVB
では、引き続きこれら協力パートナーへ
のサポートに力を入れることで、全体の
旅行需要の底上げを目指していく考えだ。

「グアムを再認識」企業側の動き
現地でのプログラム増も背景に

　社員旅行やインセンティブなどを中心
に、広がりを見せるグアムへのMICE需
要。GVBでは、「GUAM MICE GUIDE」の
作成をはじめ、今年６～７月には旅行会
社の担当スタッフを招いた研修旅行「ハ
ファデイ・グアム・スタディ・ツアー」
を実施。旅行会社の店舗、担当部署へ出
向いた個別セミナーなど、各種プロモー
ションを強化している。
　GVB日本代表の光森裕二氏は「MICE
プロモーションがマーケットに浸透し始
めている」と語る。プロモーションによ
り、旅行会社や企業からの問い合わせが
増加。特に企業側が「２泊３日、または
３泊４日で行ける海外として、グアムが
社員旅行やインセンティブに適している
と再認識している。グアムにチャンスを
感じている」という。
　また、ホテルやアトラクションなど、
現地の受け入れ態勢も進む。「以前と比
べ、ホテルの宴会／会議施設が拡充し、
アトラクションのプログラムも増えたこ
とで、グアムで行うMICEの中身がより
濃くなっている」ことも大きな傾向だ。
　昨年グアムへ訪れた日本人のうち、団
体旅行は約17％のシェアを占めており、
特に４～６月や10～11月の閑散期に増え
る傾向にあるのが特徴。建設業や自動車
関連、食品関連の社員旅行やインセン
ティブが多く、最近では医療関係の会議
案件も増えているという。光森氏は「30
名前後の小グループから500名以上の大
型団体まで、グアムはあらゆるタイプ
のMICEの受け入れが可能である点をア
ピールしたい」と説明、MICE需要の促
進に引き続き力を入れる考えだ。

教育旅行は181校まで拡大
アメリカで全体の6割以上のシェア

　団体旅行には教育旅行の数も含まれ
る。修学旅行をはじめとするグアムへの
教育旅行も順調に伸びており、実施校
ベースで見ると、2016年度（2016年4月～
2017年3月）は181校に達する見通し。2010
年が56校だったことを考えると、マー
ケットが急成長していることが分かる。
　実施校のうち、高校が約８割、残る２割
が中学校や専門学校、大学が占める。光
森氏は「どちらも伸びている。日本から
の教育旅行実施校の数で見ると、アメリ
カ全体でグアムは６割以上と最大のシェ
アを誇る」と強調する。
　教育旅行増加の背景には、グアムなら
ではの優位性がある。日本から最も近い
英語圏、安全面、アクセスしやすく費用
面でもメリットがある。GVBでは、旅
行会社へのセミナーに加え、旅行会社か
らのリクエストを受け、実際に学校に出
向いて説明会を行うなど、取り組みを強
化。地方自治体が開く教育旅行にも積極
的に参加しており、「こうした努力の積み
重ねが今の実績につながっている」と言
える。

旅行会社とのコミュニケーション
新たな需要作り出す原動力に

　一方、MICEや教育旅行に限らず、グ
アムへの旅行需要全体を盛り上げる上で
も、パッケージツアーを造成、販売する
旅行会社の存在は不可欠だ。円滑なコ
ミュニケーションを図ることが今後の需
要に大きく作用すると言っても過言では
ない。
　実際にGVBでは、昨年より展開するグ
アムだけの魅力を訴求した「ONLY ON 
GUAM」を展開。それに呼応する形で、
ホールセラー各社の2016年度上期の旅行
商品パンフレットには、グルメやアトラ
クションなど、グアムだけの魅力を打ち
出したページが目立った。光森氏は「旅
行会社とのコミュニケーションを常に密
にしなければ、日本人の渡航者数を大き
く伸ばすことは今後難しくなっていくだ
ろう」と指摘する。
　具体的には、前述の研修旅行「ハファデ
イ・グアム・スタディ・ツアー」の回数
を増やしたり、また旅行会社が各社独自
で行う研修旅行をサポートしたり、また
定期的な業界向けセミナーや全国各地を
対象とした旅行会社店舗への訪問（セー
ルスコール）、さらに共同プロモーショ
ン、団体営業スタッフとの同行セールス
など、継続して行っていく方針。
　さらに、タイムアウト東京とタイアッ
プした「グアムでしかできない50のこと」
をはじめとするパンフレット、グアムの

魅力を伝える画像や動画など、販促ツー
ルの拡充も重要。光森氏は「企画面、販
売面での旅行会社へのサポートを積極的
に行っていきたい」と意欲を見せる。

ターゲットを見極める
ニーズに合ったプロモーションを

　一方、一般消費者へのアプローチにつ
いて、光森氏は「渡航者数を積み上げてい
く上でも、改めてマーケットを把握し、
ターゲット層を見極めていくことが必要」
という姿勢を見せる。そして各ターゲッ
トのニーズに合った「ONLY ON GUAM
を切り口とした明確なプロモーションや
プログラムの開発を、旅行会社や現地サ
プライヤー（ホテル、アトラクションな
ど）と協力して進めていきたい」考え。
　「グアム ココロードレース」（10月30日）
など、近年進めているイベントを軸とし
た誘致はその一例。重要なターゲットで
あるウェディング・マーケットへのプロ

モーションや現地サプライヤーのサービ
ス体制強化へ向けた施策にも力を入れる。

座席供給増へ向けた取り組み
航空会社との協議を継続

　日本からグアムへの訪問者数は、今年
１～７月の累計（暫定数）で41万9619人
と、前年同期で5.0％の減少となってい
る。主要都市とグアムを結ぶフライトの
運休や機材縮小など、航空座席供給減が
影響している。
　GVBとしては、「チャーター便の運航
も含め、航空会社との協議を続けていく」
意向。光森氏は「いかに飛んでもらうか。
共同のプロモーションにも力を入れてい
きたい」と述べ、航空会社へのアプロー
チも重要との姿勢を示す。

GVBが発行する「GUAM MICE GUIDE」

イベントを軸に集客（グアム ココロードレース）

セミナーなど、積極的な活動を行うグアム政府観光局

現地グアムで毎年開催する研修旅行
「ハファデイ・グアム・スタディ・ツアー」

タイムアウト東京とのタイアップ
「グアムでしかできない50のこと」
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PATA Annual Summit 2016

PATA年次総会、グアムで開催
国際会議の開催地としてのグアムをアピール

太平洋アジア観光協会（PATA）年次総会2016

太平洋アジア観光協会（PATA）の年次総
会が2016年5月19～21日の日程で、
グアムで開催された。グアムでの開催は
初で、国際会議の開催地としてのグアム
を大きくアピールする重要な機会となっ
た。
　今 回 の 年 次 総 会 の テ ー マ は 、

「Exploring the Secrets of the Blue 
Continent」。会期中は、太平洋アジア地
域での観光の持続的成長や価値と品質を
向上させるためのさまざまなディスカッ
ションが繰り広げられた。また今年は、
国連世界観光機関（UNWTO）の協力を
受け、太平洋諸国の大臣級会議も開催、
グアムを含む同エリアの観光発展につい
て議論が交わされた。
　グアム政府観光局（GVB）局長兼CEO
のジョン・ネイサン・デザイト氏は、

「PATA年次総会に参加される素晴らし
いゲストスピーカーの方々をグアムにお
招きすることができ、大変興奮している」
と挨拶。また「今回の年次総会で議論され
た建設的かつ革新的なアイデアが、さま
ざまな分野においてグローバルな観光産
業を前に突き動かしてくれると信じてい
る。参加者の皆様が楽園グアムのユニー
クな体験を楽しんで頂けるよう、我々は
一生懸命サポートしたい。また、PATA
ユースシンポジウムに興味を持つ若者を
含め、今回の年次総会に興味を持つすべ
ての人達を受け入れたいと考えている」
と続け、同イベントに対する全面的なサ
ポート体制をアピール。期間中は、参加者

太平洋アジア観光協会（PATA）
太平洋アジア地域への観光客誘致及び域
内交流の活性化を目的に、1951年にハ
ワイで設立された非営利の広域観光団
体。事業本部はサンフランシスコ、運営
本部をバンコクに構え、日本を含む38カ
国の政府会員、65社を超える航空会社の
ほか、旅行会社、ホテル、アトラクショ
ン会社、出版／広告／ PR会社など、太
平洋アジア地域を中心に世界各国の２万
2000ものメンバーが加盟している。

向けにグアムやミクロネシアの文化や歴
史を学べるプログラムや視察が行われた。
　グアムでは、昨年に大型のコンベン
ション施設がオープンし、今回の年次総
会はそのお披露目の場としても重要な意
味を持った。「国際会議の開催地」とし
てのグアムを強くアピールできる機会と
なった。

写真提供　（C）Photography by Anthony Tamayo Jr.

ＰＡＴＡ年次総会2016の受賞者

新しくオープンするグアムミュージアムの前で参加者による
記念撮影。撮影後、スペイン広場では、グアム政府観光局主
催によるレセプションを開催。参加者たちは、チャモロ文化、
歴史、音楽、料理の味を体験した。

●グアム大学のカルボフィールドハウスで開催されたPATAユー
スシンポジウム。「私たちの島の観光の未来を一緒に作り上げる」
をテーマに専門家によるディスカッションが行われ、将来観光に
従事することを希望する地元の高校生や大学生が聴講した。

PATA CEO のマリオ・ハーディー氏
とNikpi and Cempedak Islands
のオーナーアンドリュー・ディクソン氏
のセッションでの様子

スターアライアンス最高経
営責任者（CEO）のマーク・
シュワブ氏

デュシタニ グアム リゾートでのランチブレイクの様子

Circos Brand Karmaの
CEO兼共同創設者のモリ
ス・シム氏

T h e  A v a n t - G u i d e 
Instituteのディレクター
のダニエル・レヴァイン氏

　2017年の日本人海外旅行者数は１〜
７月までで、前年同期比4.5％増の933万
9000人と、今年の海外旅行者数はプラス
で推移している。しかし、オンライン・
トラベル・エージェント（OTA）の取扱
い人数は伸びているものの、旅行会社の
取扱人数・取扱額は昨年に続き減少傾向
にある。
　国内旅行はこの傾向が顕著だったが、
海外旅行も都市を中心にホテルの建設、
交通インフラの整備が進み、OTAを使っ
た個人旅行が増加している。
　そうした中で、グアムへの日本人旅行
者数は１〜７月までで、前年比5.0％減の
42万人とマイナス傾向が続く。イールド
志向の航空会社による地方主要都市とグ
アムを結ぶ航空路線の運休や機材縮小で
供給席数が減少し、その影響が旅行者数
に反映されている。
　高付加価値の商品は別として、旅行会

社の定番的なパッケージツアーは難しい
時代に入っている。旅行が多極化してい
く中で、旅行会社のパッケージツアーは
高品質志向化が進み、収益性の低い商品
は縮小しつつあるのが現状だ。
　そうした中で、旅行会社はMICEなど
の法人団体旅行、教育旅行に活路を見出
そうとしている。その代表的デスティ
ネーションがグアムだ。グアム政府観光
局（GVB）が近年、MICE、教育旅行の
プロモーションを強化してきたことが実
を結ぼうとしている。
　MICEの中でもグアムは２泊３日、３
泊４日のミーティング、インセンティブ
旅行などに最適で、また近年、外資系企
業等を含めて、「社員旅行」が再び脚光を
浴びており、その追い風もあり、グアム
へのミーティング、インセンティブ、社
員旅行が増加傾向にある。
　GVBによると、2016年の日本からグア

ムへの訪問者のうち、17％が団体旅行需
要で、とくにオフ期に増加しており、グ
アムへの旅行時期平準化の意味でも、団
体旅行の存在感が高まっている。
　なかでも教育旅行は、2016年度に教育
旅行でグアムに行った学校数は181校に
達する見通しという。2010年が56校で、
この６年間に3.5倍に伸びたことになる。
　政府が進める「明日の日本を支える観
光ビジョン」は、「若者のアウトバウンド
活性化」を明記、若年層の海外旅行の促
進を謳っている。若者の海外旅行離れに
歯止めを掛けるためのものだが、そのた
めの具体策として、海外教育旅行の拡大
が議論されている。
　双方向のツーウェイツーリズム交流を
促進するに当たり、日本人の国際感覚の
向上、国際相互理解の増進を図るために
は、若い世代が海外旅行を経験すること
が重要で、海外教育旅行はその最も有効

な手段となる。
　とくに近年、留学はもとより修学旅行
でも日米間の教育交流の重要性が指摘さ
れている。英語教育はもとより、日米相
互交流を深めるには米国圏への教育旅行
の促進を米国側も期待している。
　2016年度にグアムで実施された教育旅
行181校は、日本から米国全体への教育
旅行のうちの６割以上と最大を占めてい
る。その内訳は高校が８割、２割が中学・
専門学校・大学という。
　こうした日本からグアムへのMICE、
教育旅行の拡大は、GVBの長年にわた
るプロモーションの成果とともに、グア
ムが安全・安心のデスティネーションと
して認知されていることに他ならない。
MICE／教育旅行では「安全・安心」が
最も重要な要素となるだけに、今後もこ
の優位性を確固たるものにして、一層の
市場拡大を期待する。

MICEと教育旅行､安心なグアムへ動く

（石原）
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グループプラン　スケジュール例

08:00　宿泊ホテル出発
08:15　ABC到着、チェックイン
08:25　ブリーフィング（オリエンテーショ

ン）、ロッカールームに荷物を預ける
08:45　アガット湾に向けてABCを出発
09:15　イルカウォッチングツアー開始
12:00　ABCに到着
12:30　ランチタイム（10:45〜15:30まで好き

な時間に食事可）
13:00　ミクロネシアデモンストレーションに

参加、またはビーチアクティビティに
も挑戦

14:00　ガイド付きシュノーケリングに参加
15:00　ビーチゲーム大会
16:00　ABC出発
16:30　ホテル到着

イルカパック
（バナナボート付き）
サンプルステイ

Alupang Beach Club (ABC)

グアムの大型団体、修学旅行はABCで決まり！
ニーズに合わせた内容とバリューで高い満足度

アルパンビーチクラブ（ABC）

グアムの魅力をまるごと体験できるマリ
ンアクティビティを提供するアルパン
ビーチクラブ（ABC）。各種パッケージは
高いコストパフォーマンスで圧倒的な支
持を受けており、グアムNo.1のベストバ
リューを提供している。1987の創業以
来、安心して送客できる受け入れ態勢に
定評があり、修学旅行や大型団体の利用
者数もさらに増加。個人から団体まで、
あらゆる客層が満足できるのがABCの
魅力だ。

タモンエリアからわずか10分
団体旅行の日程が立てやすい

　美しい白い砂浜が500メートル続くプ
ライベートビーチをベースに、マリンス
ポーツやビーチアクティビティを提供す
るアルパンビーチクラブ（ABC）。グアム
の主要ホテルが建ち並ぶタモンエリアか
ら車でわずか10分。アガニア湾の中でも
潮の満ち引きの影響がなく、年間を通し
て安定した海域にあるため、時間や季節
を選ぶことなくいつ訪れてもグアムの海
の魅力を満喫できる。またABCと主要ホ
テル間には、無料送迎バスを頻繁に運行
しているため、滞在中の限られた時間を
効率よく組み立てることができ、団体旅
行に利用しやすい条件が揃っている。

全パッケージ「スーパービーチリゾート」付き
話題の「スタンドアップパドルボード」が登場

　
　ABCでは、グアムならではの魅力を
まるごと体験できる様々なアクティビ
ティを用意する。ジェットスキー、バナ
ナボート、パラセイリングなどの豊富な
アクティビティパッケージには、ビーチ
チェアやビーチパラソル、浮き輪やビー
チシューズのレンタルはもちろん、カ
ヤック、ペダルボート、ビーチバレーな
どのビーチアクティビティ、ココナッツ
の葉編みやストーンアート、インスタン
トタトゥーなどのミクロネシア・カル

チャー・プログラム、ガイド付きシュ
ノーケンリングツアーを含む、＄85相当
の「スーパービーチリゾート」の利用が
含まれており、かなりお得な設定となっ
ている。この「スーパービーチリゾート」
にはブッフェ形式の食べ放題ランチも含
まれているので、ABCを選べば、一日
たっぷりとお得にグアムの魅力を体験で
きる。
　さらにこの夏、日本でもグアムでも人
気のスタンドアップパドルボードが登
場。ABCではこの人気アクティビティも

「スーパービーチリゾート」に含まれてい
るので無料で楽しむことができる。

　また、季節ごとに無料で参加できる各
種プロモーションを企画。ファミリーの
利用が増える夏休みは、スイカ割り大会
やガラポン抽選会を実施。今後、学生の
利用が増える２～３月にもイベントを企
画しており、綱引きやクラップダンスな
ど、季節のニーズにあったイベントを実
施する計画だ。

団体旅行向けグループプラン
各団体に合わせたオリジナルアレンジも

　大型団体や修学旅行の受入実績が豊富
なABCでは、グループがより利用しやす
いようグループプランを設定している。
ABCでたっぷり一日遊べる充実の「スー
パービーチリゾート」をベースに、オプ
ションをプラスすることができるという
もの。

　また、グループプランの他にも、それ
ぞれの団体のニーズに合わせたスペシャ
ルアレンジが可能で、目的に合わせたス
ケジュールを実現できる。例えば、綱引
き、カヤックレース、お玉レース、ビー
チバレー、リレーなど、多彩なチームビ
ルディングプログラムをグループや修
学旅行の要望に応
じて開催すること
が可能。また、オ
リジナルプランと
して、貸し切りの
プライベートビー
チを利用した1000
名規模のグループ
にも対応する夜の
バーベキューディ
ナ ー や ボ ー ト の
チャーター、スイ
カ割りや宝探しな
どの各種ゲーム大
会などを開催をす
ることもできる。

人気のイルカウォッチング　
団体旅行にも最適

　 ABCのイルカウォッチングは、グアム
のアクティビティの中でも人気が高い。
底釣り、オーシャンシュノーケリングの
他、バナナボートも付くので、コストパ
フォーマンスが高く、グアムの大自然を

体感できるとあっ
て満足度も充分。
イルカウォッチン
グでは、最大78名
収容のクルーザー
に加え、44名乗り

と33名乗りも稼動しているため、１日最
大700名まで対応可能で、まさに団体旅行
に最適。グアムの中でもこの規模で実施
できるのはABCだけだ。

質の高いアクティビティ
安心・安全にグアムを楽しめる

　ABCで提供している各アクティビ
ティは、高いクオリティを誇る。グアム
島内で最多の保有台数を誇る「ジェット
スキー」は一人一台を保証。これはグア
ム島内でもABCだけだ。走行できるコー
スも広く、自分のペースで座っても立っ
ても操縦することができる。
　また「パラセイリング」には、コースト
ガード認定のボートを使い、安全性の高
い二人乗りシートを採用。最新の特許機
材を使用している。さらに「バナナボー
ト」は、グアムの海のために開発された
ABCのオリジナルデザインで、安全性に

企業で海外ボランティアに参加
「ボランツーリズム」

優れた12人乗りのツインチューブ型を採
用している。どのアクティビティにおい
ても、ひとつひとつが安全性に配慮した
機種選択を実施しており、安心して遊び
やすい環境を提供できるのが特徴だ。

充実したサポート体制
全インストラクターが有資格者

　ABCではハード面の充実のみならず、
そのサポート体制に定評がある。全ての
ビーチインストラクターはライフガード
とファーストエイドの有資格者。ビーチ
には常時14～20名のスタッフが監視し、
利用者の安全を見守っている。グアム警
察のウォーターセーフティークラスを
受講するなど、定期的なトレーニングに
よって専門知識も取得しており、特に安
全面が重視される団体旅行や修学旅行で
も安心して送客できるのもうれしい。

　ABCで提供する「ボランツーリズム」プ
ログラムは、海外でボランティア活動がで
きるというユニークなもの。自然環境保護
のための植樹やビーチクリーニング、絶滅
危機動物の保護・観察、サンゴの生態観測な
どの海洋保護活動など、多岐に渡るボラン

ティア体験ができ
る。参加者には、も
れなく「ボランツー
リズムTシャツ」と
「海外ボランティア
証明書」が付き（所

要2〜3時間）、参加料金1人30ドル（「ボ
ランツーリズム」参加費の一部は、環境保
護団体に寄付）。ABCの各パッケージに追
加して参加することができる。
　さらにABCでは、高等学校や専門学校の
研修プログラムの一環として、ABCでの職
業体験の受入も実施。予約、ビーチ、ゲス
トリレーションなど、現場スタッフの仕事
を体験をするといった貴重な場を提供して
いる。

　ABCでは、9月下旬にウェブサイトをリ
ニューアル。新しいウェブサイトでは、ABC
での過ごし方が明確でわかりやすく説明され
ているほか、操作性をバージョンアップ。ツ
アーパッケージも選びやすくなっている。
　また、修学旅行向けのオンラインのセール
スマニュアルが完成。旅行業界の企画・販売担
当者のセールス用のみならず、学校の先生や
保護者が安心してグアムで滞在できるよう、
わかりやすく閲覧できる。
　さらに、インスタグラムのキャンペーンも
計画中で、若年層のマーケティングにも積極
的に力を入れている。

ABCのウェブサイトがリニューアル
修学旅行向けのオンラインセールスマニュアルが完成

注1：気象や海洋の諸条件により、イルカが見えない場合や、キャプテンの判断でバナナボートや底釣り、シュノーケリングが実施できない場合があります。
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MICE MarketMICEマーケット

グアムでのMICEは効果絶大！
日本全国各地から約3時間半で行ける身近な海外ビーチリゾート、グアムは、バケーションの
目的地だけでなく、MICEの開催地としてもおすすめ。充実のインフラはさることながら、開放 
的な雰囲気の中、ビーチリゾートだからこそ実現できるミーティングやイベントは、きっと 
印象に残る体験となるはず。短い日程でも内容の濃いスケジュールが組め、コスト面でも高い
パフォーマンスを見せるグアムでのMICEは効果絶大。そのおすすめポイントを紹介する。

【グアムでMICEの理由 その３ 】

豊富なMICEの実績

グアムは、これまでにも数多くのMICEを受け入れて
きた実績がある。経験が豊富なだけに、スムーズにミー
ティングやイベントを進行できるので、安心。最近で
はPATA（Pacific Asia Travel Association）の会合
が開かれるなど、国際会議の実績もある。

【グアムでMICEの理由 その２ 】

日本人のニーズに合った
ファシリティーの充実度と
きめ細かなサービス

多くの日本人を受け入れた実績のあるグアムだからこ
そ、日本人のニーズに合ったファシリティーが充実。
ホテルのバンケット施設やユニークな公共施設、また
チームビルディングや自由時間には豊富なアクティビ
ティーが揃っている。きめ細かなサービスにも定評が
あり、満足度の高いMICEが実現できる。

【グアムでMICEの理由 その1 】

効率的なスケジュールで
高い費用対効果
短い日程でも内容の濃い
スケジュールが組める
日本から近いグアムは、短い日程でも内容の濃いスケ
ジュールを組むことが可能。近いからこそ、費用を安
く抑えることができるのも大きな魅力だ。各団体が納
得できるコストで、期待以上の効果を得られる費用対
効果の高さは、グアムで行うMICEの最大のメリット。

■セールスポイントはここ！

全国各地から直行便が飛ぶグア
ムなら、全国展開する企業がグ
アムに現地集合して全社ミー
ティングや表彰式を行う、と
いったアレンジが可能。また韓
国や台湾、香港など、近隣のエ
リアからも数多くのフライトが
飛んでいるので、国際会議にも
おすすめ。

1 全国各地からアクセス可能
「グアムで現地集合」も

日本からグアムへの飛行時間は
わずか約３時間半。時差も１時
間で、時差ボケの心配はない。
早い時間のフライトを利用すれ
ば、到着日からすぐにプログラ
ムをスタートさせることができ
る。限られた時間の中で、効率の
よいスケジュールを組むには、
近いグアムが最適だ。

2 日本から約3時間半＊

時差は1時間、身体にやさしいリゾート

グアム国際空港から主要なホテ
ルが建ち並ぶタモン地区へは、
遠くても車でわずか15分程度。
車の渋滞もほとんどないので、
現地移動がスムーズだ。主要な
施設へも長い時間をかけること
なくアクセスできる。

3 空港から各ホテルまでわずか15分
現地移動がスムーズ

グアムは、治安や衛生面でも安
全・安心。日本人の専用クリニッ
クもあり、医療面でも不安はな
い。日本語対応、バリアフリー
対応も万全。日本人にやさしい
ビーチリゾートといえる。

4 安心・安全
日本語対応、バリアフリー対応も

グアムにあるホテルのうち、約
90％の客室から海を眺めるこ
とができる。ビーチリゾートと
いう日常とは異なる環境のも
と、心身ともにリフレッシュし
てミーティングに向かえば、
きっと今までにないアイデアが
浮かぶはず。

5 ホテル客室の90％がオーシャンビュー
リフレッシュできる環境

ビーチリゾートのグアムは、ア
クティビティーが実に豊富。海・
陸・空とバラエティーあふれる
オプションが揃う。例えば、
ビーチでの運動会はチームビル
ディングにうってつけ。経験も
豊富で安心。マリンアクティビ
ティーやゴルフ、ショッピング
など、自由時間の選択肢にも困
ることはない。

6 バラエティー豊かなオプションの数々
チームビルディングにも

グアムの年間平均気温は26度
で、一年中ベストシーズン。安
定した常夏の気候で、冬でも泳
ぐことができる。季節を問わず
にマリンアクティビティーが楽
しめるのも魅力。自由行動の時
間も思いっきり楽しむことがで
きる。

7 安定した常夏の気候
一年中がベストシーズン

通常、アメリカへの入国には、ESTA
（電子渡航認証システム）の事前申請
が必要だが、グアムへ入国する際は、
45日以内の滞在であれば「グアム―北
マリアナ諸島連邦ビザ免除プログラム

（Guam-CNMI VWP）」が適用される
ので、ESTAの事前申請は不要となる。
しかし、現在ESTA専用レーンが設置
されてるので、事前にESTAを取得す
ることでよりスムーズに入国できる。

8 ESTA専用レーンを利用すれば、
入国がよりスムーズに

グアムは、日本から一番近い 
アメリカ。日本とは違った雰囲
気の中でのMICEは、参加者の
印象を強くするだろう。また古
来のチャモロ文化、スペイン統
治期に広まったスペイン文化、
さらに日本文化などが上手くブ
レンドしているのも実にユニー
クだ。

9 日本に一番近いアメリカ
チャモロ、スペイン、日本文化も残るユニークな島

■なぜグアムでMICE？

＊就航都市によって異なる

1000名以上のイベントに対応できるPICグアムの「パシフィックパビリオン」
  © Pacific Island Club Guam

ビーチサイドでイベント（アルパンビーチクラブ）  
© Alupang Beach Club

ディナーシアターでの式典や表彰式も（サンドキャッスル）  
© Guam SandCastle

バラエティのあるミーティングルーム
©ヒルトングアム・リゾート&スパ

PATA総会をグアムにて開催（デュシタニ グアム リゾート）

美しいタモン湾が目の前
©アウトリガー・グアム・ビーチ・リゾート

グアムのジャングルを体験
©アドベンチャーリバークルーズ

© Photography by Anthony Tamayo Jr.
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Travel Agency Report旅行会社レポート

MICEのメリットが多いグアム

　他のデスティネーションと比較してグ
アムはMICEに適したデスティネーショ
ンである。何と言っても日本から３時間
半と距離が近いビーチリゾートで、時差
も小さく時差ぼけの不安もない。到着日
からすぐにプログラムをスタートできる
ため、限られた日程の中で効率よくスケ
ジュールを組むことが可能だ。
　東京・名古屋・大阪の主要都市をはじ
めとする全国各地からのフライトが多数
運航されているのも強みだ。全国に拠点
がある企業などはグアムに現地集合して
ミーティングやイベントを行うことがで
きる。
　近場のリゾートという点では沖縄と競
合する面はあるが、国内とは一味違う海
外デスティネーションとして独自の魅力
を発揮できると思う。海外リゾートの代
表的存在であるハワイと比べても距離の
近さやコスト面の手軽さがアドバンテー
ジになると思う。

好調なグループマーケット
現地受入体制も万全

　MICE市場の動向も上向いている。特
に自動車、IT、販売業界のインセンティ
ブ旅行を中心に、ここ２、３年は堅調な
状態が続いている。昨年、デュシタニ グ
アム リゾートに隣接して「グアム・コン
ベンション・センター」が開業して以降
は、これまでグアムでは難しかった一度
に1000名規模で実施するMICE案件に関
する問い合わせが増えているのも最近の
特徴だ。今後はインセンティブ旅行だけ
でなく、大型国際会議や見本市の開催な
どにも期待が高まる。
　当社でもこれまで自動車ディーラーや
美容系企業などの販売担当者を対象とす
る200～300名規模のインセンティブ旅行
を数多く取扱ってきており、オーガナイ
ザーを満足させるパーティー演出やイベ
ント実施について多くの実績があり、引
き出しも多数用意している。また、デラッ
クスクラスを中心にホテル側も日本から
のMICE団体に対する実績が豊富で、ス
ムーズな対応が期待できる。日本人の感
覚に合ったサービスの提供や、日本人的
な特別なリクエストに対応できるのも、
これまで様々なMICE案件の取り扱いに
よるノウハウの蓄積を持っているグアム
の強みだ。
　たとえばサービスマニュアルにない対
応を担当責任者の判断で可能な限り受け
入れてくれたり、料理などの細かいリク
エストに対しても、あらかじめ決められ
ているメニューを変更して何とか要望に
応えようと努力してくれる。日本の旅行
会社とホテルなどの関係機関との信頼関
係ができあがっており、キャリアの長い
日本人担当者がMICE関連の各ポジショ

ンで活躍してくれているのも心強い点だ。

航空座席供給の減少は
懸念材料

　もちろん克服すべき課題もある。最大
の懸念材料は航空座席供給量の減少だ。
東京からの供給量はそれなりに確保でき
ているものの、デルタ航空が名古屋から
撤退し、下期からはデルタ航空と大韓航
空が関西便を運休するといった情報もあ
る。全国各地から手軽に集まれるのがグ
アムの強みの一つだったが、そのアドバ
ンテージが弱まるのは避けたいところ
だ。座席供給量の減少に伴い、今後市場
動向によっては航空運賃が上昇すること
も考えられ、旅行コストの面でデスティ
ネーション競合による悪影響が懸念され
る。
　またグアム・コンベンション・センター
が開業するなどハード面の受入環境は間
違いなく前進しているが、まだ足りない
部分も残る。たとえば、国際会議や各種
学会で必要となる同時通訳設備の整備な
どはまだ不十分で、今後の改善が期待さ
れる。ホテルの宿泊キャパシティも必ず
しも十分とは言えない。MICEの場合、同
一ホテルへの宿泊要望や、バンケットと
宿泊を同一ホテルで行いたい要望が多い
が、グアムのホテル環境では大型MICE
団体の場合、分宿を選択せざるを得ない
ケースが多い。分宿によるホテルグレー
ドの格差や、ホテルからパーティー／イ
ベント会場への移動手段など、解決しな
ければならない課題も存在する。

グアムの業界一丸の
取り組み

　こうした懸念材料はあるものの、総合
的に見てグアムのMICE市場は今後も拡
大が期待できると見ている。グアムを訪
れる日本人旅行者市場は、パッケージツ
アーをはじめとする個人型旅行に比べる
と、修学旅行を含めた団体旅行の方が堅
調だ。それもあって各旅行会社、観光
局とも、より一層のMICE需要獲得へ向
けた意欲の高さが一致しており、考え方
も同じ方向を向いている。旅行業界一丸
となった取り組みを続けることができれ
ば、もともとポテンシャルのあるグアム
だけに、今後に期待できるのではないか。

エイチ・アイ・エス（H.I.S.）

MICEの伸びに確かな手応え
ホリデイツアーズ・ミクロネシアグアムインク

グアムのコンパクトさが強み

　MICEデスティネーションとしてのグ
アムのアドバンテージは数多くある。日
本からの距離の近さや、日本各地からフ
ライトがあることも大きな魅力だ。それ
に加えてグアムのコンパクトさもMICE
における長所となっている。
　グアムは空港や観光ポイント、ホテル
の立地が一定の範囲でコンパクトにまと
まっている。グアム国際空港から主要な
ホテルが立ち並ぶタモン地区へは車で15
分程度。渋滞もほとんどなく現地移動
が円滑に行われるのは、MICE参加者に
とって大きなメリットだ。
　また現地の人々が日本人旅行者に親近
感を持っているのも指摘しておきたい点
だ。おおらかで優しい人々が親近感を
持って出迎えてくれる。日本的な“おもて
なし”とは異なるが、日本人旅行者がグア
ムにすんなり馴染めるのは人々のこうし
た雰囲気も大きな要素だと思う。
　日本人のMICE参加者からグアムで嫌
な思いをしたという話はほとんど聞いた
ことがない。移動に関しても人々の受け
入れ姿勢にしても、旅行者がストレスな
く行動できる快適性は魅力として決して
小さくはない。
　加えて、恵まれた自然環境と美しい
海があるグアムは、MICEデスティネー
ションとしてのポテンシャルがかなり高
いと思う。

さらに大型の団体にも期待

　グアムのMICE需要は、小規模なもの
から大規模なものまでサイズがさまざま
で、内容もインセンティブから周年行事
まで幅広い。インセンティブは自動車や
保険業界が中心だ。大型案件も受注する
ようになり、実績を積み重ねるごとに受
注も増えている。
　今年は、1000名規模の報酬社員旅行や
アーティストのファンミーティング系の
400名規模の団体も受注した。個人旅行で
培ったノウハウやサービスを土台にしな
がら、MICE案件のシェアも伸ばしてい
る。
　グアム全体としても大型施設がオープ
ンして以降は、大規模なMICEを取り込
みやすくなっており、旅行会社の団体
セールスもやりやすくなっているのは間
違いない。

グアムの多彩な素材を
発信する必要性

　グアムには、MICE誘致の魅力的な材
料となる観光要素が実に豊富だ。ところ
が、そうした情報が日本市場には十分に
は伝わっていない。
　たとえば、グアムでは毎週何らかのラ

ンニングイベントが開催されている。グ
アムインターナショナルマラソン（2017
年よりユナイテッド・グアムマラソンに
改称）などの本格的なマラソン大会をは
じめ、５㎞ラン、ロードレースと種類も
さまざまで、MICEに組み込める催しも
多い。
　また、たとえば現地で鑑賞できる
ショーひとつをとっても実は特色がそれ
ぞれ異なり、女性出演者中心の華やかな
ショーから男性出演者中心の力強い内容
までさまざま。ひとくくりに「チャモロ
ダンス」といっても内容は多彩だ。
　ビーチアクティビティに関しても同様
のことが言える。各ビーチの特色、マリ
ンスポーツの特色を説明できれば伝わり
方が違ってくる。イメージできるグアム
の魅力がより鮮明になるはずだ。
　旅行会社としては、グアムの多彩な魅
力と新規施設の情報をタイムリーに発信
し、これを日本側のセールス活動にうま
く落とし込んでいけるように取り組まね
ばならないと感じている。それくらいグ
アムの素材は、日本で考えているより多
彩で豊かだ。
　グアムだからできる事を常に考え、
オーガナイザーの嗜好に合った満足ので
きる提案を日本側のセールスと共有して
いきたい。既存の需要を奪い合うのでは
なく、豊かな素材を活かした新たな提案
をおこなうことで需要創造につなげてい
ければと考えている。

サービスレベルの
向上にも取り組む

　今後の課題はサービスレベルの向上だ
と感じている。きめ細かさを求める日本
人顧客に対しては、まだ対応が十分でな
い面がある。
　ネイティブの日本語を話す人材も少な
いと思う。サービスレベルの向上は、旅
行会社やホテル、バス会社などが個別に
努力することも大切だが、お互いに意識
向上を図ることも大切だ。
　このためグアムでは、ジャパン・グア
ム・トラベル・アソシエーション（JGTA）
の主催で、日本人講師を招きマナーセミ
ナーやマインド研修を実施しており、グ
アム一丸となってサービス向上にも取り
組んでいる。

豊かな素材の情報発信を意識

旅行会社に聞く
グアムでMICEの可能性

新施設のオープンなど、MICEデスティネーションとして、
改めて注目を集めているグアム。MICEにおけるグアムの
優位性や今後の課題について、実際にMICE案件を取り扱
う旅行会社側の視点や意見を探ってみたい。

取締役社長兼総支配人
村田 悟 氏

グアム支店ジェネラルマネージャー
清水 研 氏
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グアムの歴史や文化、自然を体験！
新施設「バレー オブ ラッテ アドベンチャーパーク」誕生

クロッペンバーグ・エンタープライズ

オプショナルツアーの運営や現地の足と
なるバスを運行する「タートルツアー」、
また独立系ランドオペレーター「パシ
フィック・アイランド・ホリデーズ」を
運営するクロッペンバーグ・エンタープ
ライズが、このほど島の南東部に総合カ
ルチャーパーク「バレー オブ ラッテ ア
ドベンチャーパーク」を開設。グアムの
歴史や文化、自然を体験できる施設とし
て注目を集めている。

古代チャモロの世界に触れる
体験型アクティビティが充実

　「バレー オブ ラッテ アドベンチャー
パーク」は、グアム島南東部の鬱蒼とし
たジャングルの中、島最大の川「タロ
フォフォ川」に沿って広がる広大な敷地
に誕生した。総合カルチャーパークとし
て、グアムで古くに栄えた古代チャモロ
の歴史や文化の
足跡、またグア
ムの豊かな自然
の魅力に触れる
ことができる体
験型アクティビ
ティが充実して
いる。
　園内の古代チャモロ村（map①）は、当
時の生活様式が見学できる場所。村に入
るとチャモロ村の酋長が出迎え、いまだ
多くの謎に包まれた「ラッテストーン」
の遺跡やニッパの葉を編んで作られた住
居を再現したものなどを見学できる。

　また、隣接す
る植物園（map
②）では、南国
らしい鮮やかな
ハイビスカスを
はじめ、当時の
生活に欠かせな
かったノニの実
やパンの木など
の植物を見学。
その他、洞窟を
利用して生活し
ていたと思われ

る住居跡なども観ることができる。園
内のリバークルーズの発着となるパゴ・
ドッグ（map③）では、ヤシの実をほぐし
たものを使った火起こし実演やヤシの葉
編みの見学もできる。

動物園でカラバオ（水牛）ライド
釣り体験も

　園内にはジャングルの濃い緑に囲まれ
たナチュラルトレイル（map④）があり、
その先は動物園（map⑤）が広がる。野ブ

タやシカなど、
グアムに生息す
る動物達がいる
ほか、カラバオ

（水牛）の背中に
またがって記念
撮影（map⑥）す
ることもでき、
小さな子どもか
ら大人まで楽し
め る。 そ の ほ
か、フィッシュ
ポンドで釣り体
験（map⑦）をし
たり、ココナッ
ツを使ったデモ
ンストレーショ
ンを見学したり

と、グアムのかつての生活様式を知るこ
とができる学習素材が満載だ。
　また、オプションで追加できるランチ
には、ボリュームあるチャモロ料理の
フィエスタプレートランチを用意。焼き
たてのスペアリブ、BBQチキンをはじ
め、サラダ、レッドライス、ココナッツ
を使った甘い
デザート、ド
リンク（アイ
スティ、水）が
ついて、大満
足の内容だ。

10月には農園がオープン
セグウェイツアーも計画

　そのほか、園内にある農園（map⑧）で
は、パイナップル、きゅうり、ナス、マ
ンゴー、ズッキーニ、タロイモなどを育
成中で、今年の10月にはオープンする予
定。今後は、農園の見学、収穫された野

菜や果物の試食、ジュース
にして絞って飲む試飲体験
もできるようになる。
　さらに、農園までのハイ
キングツアーをはじめ、今
後セグウェイで通行できる

よう整備を進めるなど、パーク内のアク
ティビティを充実させていく計画だ。

グアム観光のパイオニア的存在
1950年創業の
クロッペンバーグ・エンタープライズ
　クロッペンバーグ・エンタープライズ
は、1950年に創業したグアム観光のパ
イオニア的存在。グアムで最も古いバス
会社としてスター
トし、日本人観光
客の増加に伴い、
日本市場向けにビ
ジネスを拡大して
きた。
　現在では、米軍兵の送迎サービス、島
内路線バス、旅行会社への観光バス供給
のほか、オプショナルツアー「タートル
ツアー」を催行。2012年からは、独立
系ランドオペレーター「パシフィック・
アイランド・ホリデーズ(Pacific Island 
Holidays LCC.)」を立ち上げ、ロシア、
日本をはじめフィリピン市場向けにビジ
ネスを展開。渡航者が急増している中国
や香港へもランドオペレーション事業を
拡大している。
　現在では従業員数110名、保有バス台
数80台にまで発展し、グアムへの旅行者
を受け入れている。

定期市内観光
グアムの観光ポイントを巡る

約３時間でグアムの
主要な観光スポット
を効率よく手軽に巡
ることができる市内
観光ツアー。集合・
解散をＴギャラリア
とすることで、ピッ
クアップのためにホテルを巡る時間の無
駄をなくし、純粋に観光だけを楽しめる。

エコアドベンチャー・
ジャングルハイキングツアー
新しいグアムの魅力を発見！

奇数日は「洞窟探検
コース」、偶数日は

「川歩きコース」の
２種類を用意。旅行
者の関心や体力に合
わせてコースを選択
できる。ツアーの最後は、「バレー オブ 
ラッテ アドベンチャーパーク」でフィエ
スタプレートランチのランチ付き。

イルカウォッチング・アドベンチャー
豪華な専用クルーザーで野生のイルカを間近に

グアムの野生のイル
カを間近で観察でき
るツアーで、豪華な
サロンボートを使
用。船内のベンチや
テーブルの数にも余
裕があり、雨除けの
シェルター・スペースも大きく、快適さ
は専用船ならでは。シュノーケリングや
底釣りも楽しめる。

アドベンチャーパドルボード／
サーフィンレッスン
ベテランインストラクターが指導

話題のスタンドアップ
パドルボードとサー
フィンのいずれかを選
び楽しめるツアー。ベ
テランのインストラク
ターが丁寧に指導。「バ
レー オブ ラッテ アドベンチャーパーク」
のすぐ横のビーチは、サーフィンが楽し
める穴場スポットとして知られている。

カヤック・アドベンチャー
手付かずのジャングルをカヤックで進む

タロフォフォ川をカ
ヤックで遡り、川面
と同じ目線からジャ
ングルの大自然を楽
しめるのが大きな魅
力。カヤックでの航
行は約２時間。途中、
古代チャモロ村跡に上陸。ランチ後は、
ヤシの葉編みやチャモロ文化体験の見学
ができる。

アドベンチャー・リバークルーズ
タロフォフォ川のジャングルを進む

鬱蒼としたジャング
ルの中を流れるタロ
フォフォ川を、遊覧
船プラウド・メリー
号でゆっくりとさか
のぼる。途中、陸ガニやナマズなどの動
物たちの姿に出くわすことも。チャモロ
人の古代村跡に上陸し、ラッテストーン
の遺跡を見学。ヤシの葉を編むアトラク
ションや火起こしの実演も楽しめる。

古代チャモロ村遺跡、植物園、ミニ動物
園、ジャングルジム、カラバオ（水牛）ラ
イド、フィッシング、葉編み体験など、
ローカルの文化に直接触れ合える体験型
アクティビティが楽しめる。オプション
で、チャモロ料理のランチプレートのほ
か、ミニリバークルーズ、ミニカヤック、
ミニパドルボート／サーフィンレッスン
を追加できる。

グループ単位で効率よくグアムの観光スポット
を巡るのに最適。使用するバスは53名乗りで、
30名以上で貸切にも対応。限られた日程を上手
に利用したいグループ客に最適。

団体利用に!
大型団体の場合は30〜50人ずつのグループに
分かれ、出発をずらして最大150人まで対応。
修学旅行に組み込むことも可能。MICEのチー
ムビルディングプログラムとしてもおすすめ。

団体利用に!
小型ボートを貸し切れば、イルカウォッチングやトロー
リングなどもグループ単位で楽しめる。船上のプライ
ベートパーティーなど、要望に合わせたセッティングも
できるので、ウェディングや報奨旅行にもおすすめ。

団体利用に!
所要時間は、午前中の約４時間で、滞在中の限
られた日程でも参加しやすい。船の定員は43名
で、三隻体制で稼働。35名以上から貸切が可能
なので、グループにも使い勝手が良い。

団体利用に!

同ツアーと「アドベンチャー・リバークルーズ」と
の組み合わせもおすすめ。グアムに広がる大自然
と、約2000年前の古代チャモロ文化を学習でき、
修学旅行の学習素材として最適。ランチをオプ
ションに加えれば、チャモロの食体験もできる。　

団体利用に!

グアムの歴史や文化、自然に触れる タートルツアー「人気の7ツアー」
「グアムのありのままを体験できる内容」にこだわった7つのオプショナルツアーは、FITから団体まで、幅広いマーケットに対応できる。

サザン・アイランドアドベンチャーツアー
「バレー オブ ラッテ アドベンチャーパーク」を体験

New!

⑦
⑥⑤

①②

③

④

⑧

MAP
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Hot Newsホットニュース

　ハガニア地区で建設が進められてきた
「グアムミュージアム」がいよいよ年末に
グランドオープンする。グアムの歴史や
文化に関する展示品を一堂に集めた展示
コーナーをはじめ、シアターやミーティ
ング施設も備え、MICE関連の受け入れ
も行っていく予定だ。
　外観はすでに完成。現在グランドオー
プンに向けて最終段階を迎えている。内
部は古代チャモロ文化からスペイン統治
時代、そして太平洋戦争から現在にかけ
ての一連の歴史や文化を、貴重な展示資

料や映像とともに紹介する。展示品はグ
アムだけでなく、米国本土やスペインな
ど世界に点在していた資料も収蔵するこ
とにしている。
　展示スペース以外には160席のシート
を用意したシアターを用意。ここには最
新の音響設備を完備し、セミナーなどを
開催することもできる。このほか、吹き
抜け部分のスペースではパーティーを行
うこともでき、立食形式であれば300人の
受入も可能としている。

「グアムミュージアム」、いよいよ年末オープン
貴重な歴史的資料を一度に

　ユナイテッド航空は、タモン地区にあ
るTギャラリアby DFS内に「タモン・セ
ントラル・エアー・ターミナル（TCAT）」
を３月に開設した。ここでは、夕方出発の
成田、中部、関空行きのフライト向けに、
チェックインと受託手荷物の預け入れを
可能とした。これにより、空港ではチェッ
クインカウンターに寄らず、そのまま

タモン地区で事前チェックインが可能に
ユナイテッド航空が「TCAT」開設

　グアムの夏の風物詩として、観光客だ
けでなく地元住民にも親しまれるように
なったイベントが「グアムBBQブロック
パーティー」だ。今年も７月２日に開催
され、グアムを代表するトップシェフた
ちが屋台を出店し、自慢のバーベキュー
料理を来場者に振る舞った。
　グアムBBQブロックパーティーはグ
アム最大の繁華街であるタモン地区のプ
レジャーアイランドを歩行者天国にして
行われる。当日は、グアム各地のレス

グアムの夏の風物詩として定着したグルメイベント
「グアムBBQブロックパーティー」

　グアム大学などがある
文教地区として知られる
マンギラオ村にある農園

「GLOW GUAM」は、現地

グアム産の野菜を栽培「GLOW GUAM」

ヨットハーバーを見ながら、アメリカンフードを堪能
「マリーナ・グリル」

トランなどが参加。個性あふれたバーベ
キュー料理を提供したほか、ミクロネシ
アシェフ協会の協力で優勝賞金4000ドル
を賭け美味しさを競い合う「ブロック
パーティー・グリルマスター・チャンピ
オン」を開催。それぞれのレストランに
よる熱い戦いが繰り広げられた。バーベ
キュー以外にも地元ミュージシャンによ
る生演奏や伝統的なダンスショーなどが
行われ、今年も見所満載のイベントと
なった。

の学生も校外学習で訪れるスポット。現
在はレタス栽培を主に行っており、グア
ム産の野菜栽培における一連の流れを学
習することができる。

　グアム南部のアガット・マリーナにあ
るレストラン「マリーナ・グリル」で
は、イルカウォッチングに出航するヨッ
トを見ながら、ステーキやハンバーガー

などアメリカンフー
ドを堪能することが
でき、家族連れでも
ゆっくり食事をする
ことができるスポッ
トとなっている。

　グアムの太陽の恵みをいっぱいに受け
て育った農産物を手に入れることができ
るのが、毎月隔週土曜日にチャモロビ
レッジ正面駐車場で開催されるファー
マーズマーケットだ。
　このファーマーズマーケットは2015
年に設立されたNPO団体である「パシ

グアムの地元食材が入手可能
「ファーマーズマーケット」

フィック・ファーマーズ・コーポラティ
ブ」が主催して行われているもの。
　扱われている農産物はすべて無農薬で
栽培されており、地元産であるだけでな
く、健康にも配慮されたさまざまな食材
を手に入れることができる。

グアム最新情報 何度来ても新しい発見がある。グアムの最新情報をお届け！

セキュリティ
チェックに向
かうことがで
きる。TCAT
でチェックイ
ンを行えるようになったことで、帰国時
もゆっくりとタモン地区でショッピング
や食事を楽しむことが可能だ。

　グアム政府観光局では、グアム島最大
のサマーイベント「グアムサマービーチ
フェスティバル」を開催した。このイベ
ントは、2016年7月16日（土）～8月28日（日）
の毎週末（金・土・日）に、イパオビーチ
特設会場において実施したもので、期間
中は毎週土曜日、光のアートが夜空に炸
裂する「花火大会」、世界各国のアマチュ
アバンドが登場した「ライブパフォーマ
ンス」、毎夜のオープニングとして、ビー
チでフィットネスを実施する「フィット
ネス・オン・ザ・ビーチ」、DJ＆ダンスパ
フォーマンスで盛り上がる「ダンスパー
ティ」、グアムならではの開放感の中、

グアムサマービーチフェスティバル開催
ビーチで楽しむ映画の上映会など、さま
ざまなイベントを実施した。会場内には
各種ドリンクのほかバーベキューなどグ
アムの伝統的なチャモロ料理やローカル
フードのスタンドが出店した。
　また、フェスティバルの最終週には、 
日本のロックを牽引するギターリストの 
　Char（チャー）が「 C h a r  &  C h r i s 
SPECIAL LIVE on GUAM, USA Rock 
the Night」と題し入場無料のスペシャ
ル・ライブを開催。TV・ラジオパーソナ
リティでおなじみのクリス・ペプラー氏
をMCに迎え、熱いライブが繰り広げら
れた。

　アラモレンタカーでは、販促ツールと
して「カリフォルニア・ドライブマッ
プ」、「ハワイ・ドライブマップ」に加え
て「グアム・ドライブマップ」を制作。
リクエストベースでレンタカー商品を販
売する旅行会社に配布している。
　各マップには、わかりやすいドライブ
コースのほか、アラモの各営業所、ドライ

アラモレンタカーで
「グアム・ドライブマップ」を制作

ブのヒントや観光スポッ
トも紹介しているため、
観光ガイドとしての利用
価値も高い。さらに、カ
ウンターでの手続き方法や返却方法、ガ
ソリンの入れ方など基本情報も網羅して
いるため、レンタカー初心者にとっても
便利な冊子となっている。

　オハスプロジェクツLLCでは、今秋新
しいグアムの旅スタイルを提案するウェ
ブサイトGUAMLOVERS.comを開設
する。増え続けるリピーターのニーズ
やテーマ性のある旅を好む層に向けた
ディープで個性的なグアム情報を紹介。
グアム在住20年の元フリーマガジン編集
長が独自の視点でツアーやショッピン
グ、グルメについて紹介、画一的な旅案

現地発のグアムの魅力発信ブランド
「GUAM LOVERS」誕生

内では得られない情報を提供する。さら
に農業体験や文化体験、留学の情報提供
も行う。また、「GUAM LOVERS」ブラ
ンドの雑貨やお菓子、ステーショナリー
の販売も開始。
詳細はOhasu Projects, LLC
TEL：（671）646-7380
　　　または（671）687-0274
担当：川端真穂まで
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Dusit Thani Guam Resort

大型コンベンション施設を備えたホテル
グランドボールルームは1500名収容

デュシタニ グアム リゾート

グアム最新のラグジュアリーホテル
「デュシタニ グアム リゾート」。運営会社
となるデュシット インターナショナル
の本拠地となるタイで培われた伝統と格
式あるタイ・ホスピタリティーとグアム
最大の大型コンベンション施設を兼ね備
え、質の高いグアム滞在を提供している。

ホテル内にグアム・コンベンション・
センター開業

　デュシタニ グアム リゾートは昨年６
月末にホテル部分をソフトオープン。
続いて11月にコンベンション施設である

「グアム・コンベンション・センター」を
開業した。
　グアム・コンベンション・センターが
誇るグアム最大のグランドボールルーム
はバンケットスタイルで980名、カクテ
ルスタイルなら最大1500名の収容が可能
な、これまでのグアムには存在しなかっ
た規模のコンベンション施設。グアムの
MICE受入環境の底上げ効果にも期待が
集まる。また、グランドボールルームの
他にも750名収容（カクテルスタイル）の
ロイヤルボールルームや、バンケットス
タイルで８～20名収容の宴会場・会議室
などもあり、全体では大小９つのコンベ
ンションスペースを提供できる。
　各種コンベンションスペースでは、最
新技術を活かした照明や音響施設を完
備。これまでのグアムの施設では対応が
できなかったパーティー演出が可能に
なったのも特徴だ。たとえば天井や壁面
に配置されたLED照明やシャンデリア
は、光の３原色を利用し色合いや明るさ
を細かく調整でき、ほとんどのカラーリ

ングに対応できる。このため、例えば団体
旅行で顧客企業のテーマカラーに合わせ
た照明演出や会場の雰囲気作りを自在に
行うことができる。先日は乳がん撲滅運
動の一環であるチャリティー・ガラディ
ナー「ピンクボール」（500名参加）を開
催。活動のテーマカラーであるピンクの
照明で会場の演出効果を高め、参加者か
ら好評を博した。
　またバンケットスタイルで15名の宴会
が可能な施設「サロン１」は、ガラス張り
の天井から美しい自然光が差し込む明る
い雰囲気。ウエディングやビジネスミー
ティングに最適だ。同じく20名が集まれ
る「サロン２」は、正面に青く輝く海を
眺望できる施設で、ビーチリゾートのグ
アムらしい雰囲気を強調したパーティー
も演出できる。

新シェフのもと
メニューもアップグレード

　最上階のデュシットクラブラウンジ
は、オーシャンフロント デュシットク
ラブ、ならびにスイートの宿泊客が使用
でき、オーシャンフロントの絶景を眺め
ながらブレックファストやアフタヌーン
ティー、夕方からのカクテルサービスが

受けられる。
　またリゾートにはバラエティに富んだ
４つのレストランがあり、６月には新た
なエグゼクティブ・シェフとして、世界
中の一流ホテルで活躍してきたブレード
リー・モンゴメリー氏が就任。レストラ
ン全体のメニューを順次アップグレード
している

“天国の庭園”テワラン スパ

　デュシット インターナショナルが誇
る高級スパブランド「テワラン スパ」が
あるのもデュシタニ グアム リゾートの
特徴だ。タイ語で「天国の庭園」を意味し、
エントランスからスパルームまで洗練さ
れたデザインが施され高級感が溢れる。
　癒し効果の高いタイ式マッサージと西
洋式トリートメントを融合させた技をマ
スターしたセラピストが施術を担当。グ
アムで初めて本格的なタイ式マッサージ
を体験できる。
　ハイドロサーマルセラピー施設もテワ
ラン スパならでは。通常のサウナとス
チームサウナの２種類のサウナに加え、
プール、リラクゼーションルームを備え
ており、思い思いにリラックスした時間

を過ごすことができる。
　テワラン スパは宿泊客が利用できる
のはもちろん、スパ単体で利用すること
も可能。他のホテルに滞在する宿泊客が
わざわざ訪れて体験するだけの価値があ
る施設となっている。

日本市場重視の方針

　旅行会社のパッケージ商品で最上級の
Ｌグレードに指定されているデュシタニ 
グアム リゾート。世界中で高い評価を
受けている伝統と格式のあるタイのホス
ピタリティーを前面に打ち出し、インテ
リアもアジアンテイストを活かしたゴー
ジャスなデザインを採用している。
　ホテルでは、日本人マーケットを重視
しており、大部分の客室にツインベッド
を配置。また、全室に洗浄装置付きトイレ
も完備している。営業体制についても、
日本市場を意識しており、キーポジショ
ンには日本マーケットに精通した日本人
の責任者を任命。営業を統括するディレ
クター・オブ・セールスと、イベント・
セールス・マネージャーを日本人が務め、
日本市場とのコミュニケーションを強化
していく方針だ。
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Guam Event Calendar 2017

グアムでしか体験できないイベントで来島者を促進
グアム イベント カレンダー 2017

日付 イベント名 会場

1月

2016年12月1日～
2017年2月7日 ショップ・オブ・グアム・フェスティバル* タモン

1日 ニューイヤーズイブ花火大会* タモン湾周辺
14日 Slammed Society / Offset Kings グアムインターナショナルレースウェイパーク

2月 4日 VOLT : RAW-ストロングマン コンペティション ガバナー ジョセフ フローレス メモリアル パーク
16～17日 第14回 グアム知事杯女子ゴルフトーナメント レオパレスリゾートカントリークラブ

4月
1日 VOLT : アポカリプス ハガニア地区パセオ公園
7～9日 第39回 スモーキン・ホイールズ・レーシング・ウィークエンド グアムインターナショナルレースウェイパーク
9日 ユナイテッド・グアムマラソン* ガバナー ジョセフ フローレス メモリアル パーク

5月

5～7日 第29回 グアムミクロネシアアイランドフェア* ガバナー ジョセフ フローレス メモリアル パーク
26～28日 第11回 アガット・マンゴーフェスティバル アガット村
28日 2017ココスクロッシング メリッソ村桟橋
29～6月3日 2017 グアム フューチャーズ テニストーナメント ヒルトングアムリゾート＆スパ
後日決定 エレクトリック アイランド フェスティバル（EIF） グアムインターナショナルレースウェイパーク

6月

2日～3日 グアム・ライブ・インターナショナル・ミュージック・フェスティバル* ガバナー ジョセフ フローレス メモリアル パーク
18日 VOLT：ファザーズデー5Kトレイルラン／ウォーク 恋人岬
28日 VOLT : サップフェスト3 ハイアット リージェンシー グアム 
後日決定 第73回 リべレーション・デー（グアム解放記念日）カーニバル バリガダ地区ティザン
後日決定 グアム アート年次展覧会（GAX） 後日決定

7月

1日 グアムBBQブロック パーティ * タモン地区　プレジャーアイランド
21日 第73回 リべレーション・デー（グアム解放記念日）パレード ハガニア地区
後日決定 第73回 リべレーション・デー（グアム解放記念日）カーニバル バリガダ地区ティザン
後日決定 グアム アート年次展覧会（GAX） 後日決定

9月 3日 VOLT : コンカー ザ・ブレードランナー グアム
26～30日 グアム国際映画祭（GIFF） アガニアショッピングセンター スタジアムシアター

10月
28日 グアム ココキッズ ファン ラン* ガバナー ジョセフ フローレス メモリアル パーク
29日 グアム ココ ロードレース* ガバナー ジョセフ フローレス メモリアル パーク
後日決定 グアム・トライアスロン　レオパレス・カップ ピティ村/レオパレスリゾート・グアム

12月

2～3日 第24回 準硬式フレンドシップ野球トーナメント レオパレスリゾート・グアム 野球場
10日 ツアーオブグアム （自転車レース・サイクリング） グアム南部・中部
10日 VOLT : グアム スポーツフェスティバル ハガニア地区パセオ球場
後日決定 日本人会秋祭り ガバナー ジョセフ フローレス メモリアル パーク

＊グアム政府観光局主催・協賛イベント　イベントは予告なく変更することがあります。

イベント カレンダー（2017年）

2012年から始まった、クリスマス前のホリデーシーズンに
開催されるグアム最大のショッピングイベント。参加店で
特別なサービスを受けることができる他、各ショップで、
イベントやファッションショー、文化イベントなども予定
している。

ショップ・グアム・フェスティバル
2016年12月1日〜2017年2月4日

グアム政府観光局は、イベントを軸とした集客に力を入れている。特に観光局が主催、共催するイベントは「グアム・シグネチャー・
イベント」として訴求。2016年には、4月から7月の閑散期にグアムへの来島を促すさまざまな企画を投入、5月は前年比21％、
6月には15％程度、グローバルレベルでの来島者が増加したという。2017年もアート、カルチャー、フェスティバル、スポーツ
など、各種イベントを計画。引き続き「グアムに行く」動機付けとしたい考えだ。

毎年大晦日に行われる花火大会。タモン湾沖合に打ち上が
る美しい花火をタモンビーチや一部ホテル客室からも見
ることができる。

ニュー・イヤーズ・イブ 花火大会
2017年1月1日

グアム政府観光局が25年以上前から毎年開催している恒
例の文化イベント。ミクロネシア独自の木彫り、鍛冶、伝
統的なミクロネシアの航海技術、装飾品づくり、織物、ダ
ンス、音楽、料理など、ミクロネシアに息づく豊かな文化
の数々を紹介している。

第29回 グアム・ミクロネシア・アイランド・フェア
2017年 5月 5〜7日 

来年で４回目となる本イベントは、各国からポップ、ロッ
ク、レゲエ、ヒップホップなど様々なジャンルのアーティ
ストが集まるグアム史上最大級の音楽フェスティバル。グ
アムローカルの人々だけでなく、グアムを訪れる観光客も
楽しめる。

グアム・ライブ・インターナショナル・ミュージック・フェスティバル
2017年 6月 2〜3日グアム島全域

タモン湾周辺 

ガバナー ジョセフ フローレス メモリアルパーク 

ガバナー ジョセフ フローレス メモリアルパーク 

グアム初の本格的国際マラソン大会として2013年よりス
タート。来年よりユナイテッド航空が冠スポンサーとして
特別協賛するのに合わせ、大会名を一新。種目は5km、10km、
ハーフマラソン、フルマラソンの４つ。前日にはエキス
ポ、当日イベント終了後にはフィニッシャーズイベントが
行われ、ライブエンターテイメントも実施する。

ユナイテッド・グアムマラソン
2017年4月9日 ガバナー ジョセフ フローレス メモリアルパーク 

グアムに継承されてきた郷土料理の伝統と「ハファデイ」
のおもてなし精神を祝う究極のイベント。島を代表する
トップシェフが腕をふるった自慢のバーベキューの数々
が味わえるほか、地元ミュージシャンのパフォーマンス、
メイドイングアムの商品を販売する屋台、伝統的なダン
ス、各種実演などが楽しめる。

グアム BBQ ブロック パーティ
2017年7月1日 プレジャーアイランド地区 

子供が主役のランニングイベント。４歳～12歳の子どもた
ちが、年齢別に１km、２km、３kmのコースに分かれて参加す
る。参加したランナー全員に、記念のTシャツと完走メダ
ルを贈呈。レース後はさまざまなエンターテイメントが用
意されている。

グアム ココキッズ ファン ラン 
2017年10月28日  ガバナー ジョセフ フローレス メモリアルパーク 

グアム政府観光局主催のハーフマラソンおよび駅伝大会。
グアム原産の鳥「ココ」（グアムクイナ）にちなんだ名称
で、アジア各国、米国本土、グアムから数千人ものラン
ナーが集まり、島の西岸に沿った絵のように美しいマラソ
ンコースを走る。

グアム ココロードレース 
2017年10月29日 ガバナー ジョセフ フローレス メモリアルパーク 

グアム・シグネチャー・イベント
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BG Tours (Baldyga Group)

各種団体グループにベストな体験を
多彩なアレンジでさまざまなニーズに対応

BGツアーズ（バルディガ・グループ）

　グアム随一、ラスベガス・スタイルの
本格的エンターテイメントを提供するサ
ンドキャッスルのオリジナルステージ
ショー。2016年4月から最新のショーがス
タートしている。
　新しいショーでは、世界最高峰のマジ
シャン、クリス＆ライアンが繰り広げる
イリュージョンがパワーアップ。サンド
キャッスルの名物ともいえるホワイトタ
イガーの数も増え、より迫力のあるマ
ジックショーと、他では見られない大が

かりな仕掛けに誰もが驚くはずだ。また、
客席の目の前で繰り広げられるダンスや
アクロバットは、躍動感溢れるアメリカ
ンスタイルにリニューアル。ここでしか
見られない最新イリュージョン、感動の
最新ステージ・テクノロジーにも注目し
たい。
　プロデュースするのは、オーナーの
マーク・バルディガ氏。「シルク・ドゥ・
ソレイユ」やマドンナなど、大物アーティ
ストの公演を手がけたクリス・チルダー
ズ氏も演出に加わり、世界最高レベルの
エンターテイメントを提供する。
　はじめての人はもちろん、以前ショー
を観たことがある人も必見だ。

言葉の心配は不要。誰でも楽しめる内容　
　公演時間は約60分。イリュージョンや
ダンス、アクロバットが中心のショーな
ので、英語が分からなくても誰でも楽
しめるのがサンドキャッスルの大きな魅
力。それぞれの席で見え方も変わり違っ
た楽しみ方ができるので、リピーターも
大満足。年齢制限がないので、家族連れ
にもおすすめだ。

ご予約・問い合わせ（全ツアー共通） TEL: 671-649-7263（グアム）  FAX: 671-646-9519　 資料請求  TEL: 06-6372-9210  e-mail: ereservations@baldyga.com

　「手頃な料金で」また「VIPシートで豪
華に」など、幅広いニーズに応えるパッ
ケージの種類は６つ。「カジュアル」「デ
ラックス」「VIP」の３つの座席の種類の
ほかに、それぞれショーのみの「観（カ
ン）ショー」プランとディナー付きのディ
ナー・プランの２つがある。
　「観ショープラン」は、１回目（19時開
場、19時半開演）と２回目（21時開場・
21時半開演）から選択可能。子供連れや
翌朝の出発が早い場合は１回目、ショッ
ピングや食事をゆっくり楽しんだ後は２
回目と、スケジュールに合わせて選択で
きる。
　ディナー付きプランでは、本格的コー
ス料理を味わえる。デラックス及びVIP
のディナーには、５種（ロブスター、ス
テーキ、ヘルシー野菜等）から選べるメ
インを用意。また全プランにデザートが

付く。
　１日２組限定の「SUPER VIPプラン」
は、「King＆Queenディナー・プラン」の
名の通り、SUPER VIPシートでショー
が楽しめるほか、専用車送迎や「ステー
キ＆ロブスター」のコンビネーションが
メインのディナーなど、豪華で至れり尽
くせりの内容。パフォーマーからの挨拶
やバックステージ見学も付く（１組あた
り、２〜５名での参加が可能）。

バリアフリーにも対応
　予約時に申し出れば、リフト付きバス
での送迎サービス、段差のないシートへ
案内するなど、車いす用の出入り口や車
いす対応のトイレも館内に完備。ディ
ナーでは、食物アレルギーに対応した特
別メニューを用意する。

2016年最新のショーが４月からスタート
マジックもダンスもパワーアップ

幅広いニーズに対応する多彩なパッケージ
「SUPER VIP」からカジュアルまで６つのプラン

　「サンドキャッスル」は全500席とグア
ムで最大級の収容規模を誇るディナーシ
アター。屋内施設なので、天候に左右さ
れないのが大きな強みだ。
　大型スクリーンを使ったプレゼンテー
ション、大階段など、グアムで最高の音
響／照明設備を誇るステージで、特殊設
備を利用した印象的な演出が可能だ。
　ショーの貸切だけでなく、ステージを
使った式典や表彰式など、貸切用特別プ
ランも用意し、インセンティブ・グルー
プをはじめ各種大型団体に対応している。
　分科会などの小グループには、ディ
ナー用の個室の利用もできる。吹き抜け
のエントランスは、パーティーやレセプ
ションにも最適。ウェディング会場とし
ても人気が高く、ケーキやお花、記念写
真などのアレンジにも対応する（別料金）。
　またタモン地区の中心にあり、ほとん

どのホテルから車で５〜15分でアクセス
できる便利な立地も大きなポイントだ。

修学旅行におすすめの舞台裏体験
　修学旅行向けには、専用パッケージを
用意。ショー鑑賞に加え、通常見られな
い舞台裏や舞台装置、メイクアップ・デ
モンストレーションやダンス・ワーク
ショップなどの見学や体験学習などもで
きる。特に美容系や電気系の専門学校、
短大に好評だ。

MICE（大型から小グループ）、ウェディング、修学旅行まで
天候に左右されない屋内施設はグループにも安心

　グアムで唯一、「オン・ザ・ビーチ」に
最新のステージ設備を構え、迫力あるア
イランドショーを展開する「ザ・ビーチ」
BBQディナー＆ショー。その規模はグア
ム最大級だ。
　昨年４月にオープンした新エリアは
ビュッフェスタイルで600名収容可能。
隣接のバンケットエリアと合わせれば、
800名規模のイベントやパーティーが可
能だ。さらに同エリア内のレストラン＆
バーを加えれば、最大1000名収容可能な
グアム最大級の「オン・ザ・ビーチ」の
イベントスペースに。すべて屋根付きな

ので、急なスコールの際も安心、全天候
型のイベント施設となる。
　ディナーメニューは、シェフが作る焼
きたてのBBQや伝統的なチャモロ料理
など、ボリュームたっぷりの豪華食べ放
題ビュッフェスタイル。
　美しいタモン湾に沈みゆく幻想的なサ
ンセットを背景に、ショーはスタート

し、古代チャモロ
のパフォーマンス
をはじめ、タヒチ
アン、フラなど太
平洋エリアのダン

グアム最新、最大級のアイランドショー
「オン・ザ・ビーチ」の迫力ステージ！

　コメディタッチのマジックとシリアス
なマジックが融合した新しいディナー
ショーが登場した。経験豊富なハンク・

ライス氏率いる二人のマジシャンが、ス
テージ上で華麗なマジックを披露する。
　グアム リーフ＆オリーブ スパ リゾー

コメディとシリアスが融合した新感覚マジックショーが登場
屋内型のカジュアルなディナーショー

http://www.guam-sandcastle.com/

「サンドキャッスル」ディナー＆ショー

http://www.guam-bgtours.com/the-beach-bbq-dinner-and-show

「ザ・ビーチ」BBQディナー＆ショー

http://www.guam-bgtours.com/magic-of-guam

マジック・オブ・グアム コメディマジックショー

グアムで数々のアトラクションを手がけるバルディガ・グループは、
常にグアムの観光シーンをリードする。その高品質なプロダクト
とサービスは、「グアムでベストな体験」を演出、さらに各種団体 
グループにも多彩なアレンジで大きな成功へと導いてくれる。

『Once in a Lifetime... Every Time』
他では体験できないユニークで Only One なツアーを提供

収容人数 500名

ス、また間近に迫るファイヤーダンスや
ナイフダンスなど、多彩なダンスショー
が繰り広げられる。
　海からわずか数メートルの舞台は、最
新テクノロジーを取り入れた大掛かりな
もの。グアムでも人気のエンターテイメ
ント「サンドキャッスル・ラスベガス・
シアター」と同じグループの運営ならで

ト内のパンダナス・パビリオンを会場
に、グループの貸し切りもOK。打ち上げ
パーティーや報奨旅行の表彰式、二次会
など、MICE利用にも最適だ。
　食事は食べ放題のビュッフェスタイ
ル。チャモロ料理も楽しめる。軽快なテ
ンポで日本語と英語を巧みに使い分けな
がら進行するこのショーは、小さな子ど
も連れのファミリーをはじめ、あらゆる
客層に対応。カジュアルにグアムの夜を
楽しめる。

収容人数 最大1000名（ショーエリア600名）

収容人数 180名

はの、これまでのアイランドショーとは
一味違う質の高いステージパフォーマン
スだ。
　ショーの途中では、客席からの飛び入
り参加など、ダンサーとの交流もあり、
盛り上がりも最高潮に。団体利用の際に
も、忘れられない思い出となるに違いな
い。
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BG Tours (Baldyga Group)BGツアーズ（バルディガ・グループ）

ご予約・問い合わせ（全ツアー共通） TEL: 671-649-7263（グアム）  FAX: 671-646-9519　 資料請求  TEL: 06-6372-9210  e-mail: ereservations@baldyga.com

http://www.guam-bgtours.com/park

「リナラ」グアム ビーチ＆カルチャー パーク

グアムのチャモロ文化の体験やビーチイベントも
修学旅行や団体旅行専用テーマパーク
　グアムの自然とチャモロ文化を体験
できる「リナラ」グアム ビーチ＆カル
チャー パーク。団体旅行専用の施設で、
グアム古代の世界が体験できるテーマ
パークとして、特に修学旅行での利用に
最適だ。
　古代チャモロ・ビレッジは、約500年前
のチャモロ文化のスタイルをグアムで初
めて再現。アニマルゾーンは、ヤシガニ
やイグアナなど、グアムに生息する動物
たちとの触れ合いが楽しめる。

　チャモロ文化を体験できるカルチャー
体験エリアでは、チャモロダンスやチャ
モロ語のレッスン、葉編みなどのハン
ディクラフト作り、石投げ、槍投げ等の
ゲームなど、多彩なプログラムを揃える。
施設見学や体験学習など、学習要素が高
い修学旅行向けのプログラムのほか、
ビーチエリアでは、最大1000名規模のイ
ベント開催も可能。併設の「ザ・ビーチ」
ＢＢＱディナー＆ショーとのセットプラ
ンも用意している。

http://www.guam-bgtours.com/ride-the-ducks

ライド・ザ・ダック グアム

グアム初の水陸両用車ツアー
迫力の海上ダイブ！ 貸切も
　一昨年のスタート以来、好評のグアム
初の水陸両用車ツアー。ツアー専用にで
きた38名乗りの水陸両用車を３台用意、
グループの貸切にも対応する。サンド
キャッスルを出発し、スペイン広場や
ラッテストーン公園など、アガニア地区
の観光ポイントを車窓観光、そしていよ
いよアプラ湾から水しぶきをあげながら
海上ダイブ！運が良ければ、海上を航行
しながら停泊する軍艦を見ることもでき
る。サンドキャッスルには、すべてのシャ

トルが停ま
るので、各
ホテルへの
アクセスも
スムーズ。
所要時間は
90分、１時
間ごとの運
航。すべて新車で万全な安全対策を施し
ているので安心だ。グアムの新しい魅力
を発見できるツアーだ。

http://www.guam-bgtours.com/cruise

BIG サンセット ディナークルーズ

グアム唯一のディナークルーズ
貸切もOK! グアムの自然を満喫
　雄大な海原と美しいサンセットを眺め
ながら、豪華なバーベキュー・バイキン
グ料理が味わえると評判。50名以上の料
金で貸切が可能。最大65名まで収容でき

るので、船上での打ち上げパーティーな
ど、オリジナリティーあふれる団体旅行
向けプランにはピッタリだ。
　船内ではグアム伝統の「チャモロ料理」
を味わえ、ビールやワイン、ソフトドリ
ンクなどは飲み放題。底釣り体験もでき
る。満天の星空の下、クルーズデッキで
はダンスタイムがスタート。運がよけれ
ば、イルカに出会えることも。まさに「グ
アムでベストな体験」だ。
　２階デッキ席を予約できる「VIPプラ
ン」は、毎晩２グループ限定（１グルー
プ２〜４名）で特に人気。大人10名から
の団体料金、サンドキャッスルのショー
と組み合わせたコンボパッケージも用意
する。

http://www.guam-bgtours.com/globe

クラブ「グローブ」

グアム最大のクラブ・スペース
イベント会場、二次会にも
　サンドキャッスルに併設するグアム最
大のクラブ。収容人数は全部で500名。落
ち着いた大人の雰囲気で40名収容可能な
VIPラウンジや屋上テラス（30名まで収

容可能）など、複数
のプライベート・
エリアを用意し、
テーマパーティー
や屋内型チームビ
ルディング、コン
サートやファンク
ラブイベントな
ど、目的に応じた
利用ができる。ま

http://www.guam-bgtours.com/beach

「ザ・ビーチ」レストラン＆バー

タモン湾に沈む夕日は必見!
パーティーにもぴったり
　「リナラ」グアム ビーチ & カルチャー 
パークに併設するタモン地区唯一のビー
チ・バー。約200名収容可能なパーティエ
リアを用意し、ビーチパーティーやコン
サート、ウェディングの後のパーティー
などに対応できる。
　右に恋人岬、左にタモン湾を望む絶好
のロケーションは、グアム最高のビュー
ポイント。昼も夜もチャモロテイストの
料理やトロピカルカクテルなど、南の島
らしい美味しい料理が味わえる。
　地元からの人気も高く、ここから眺め
るサンセットは実に美しい。週末を中心
にバンドなどの生演奏が入り、サンセッ

トを眺めながら
リラックスでき
る。営業は深夜
２時（料理は22
時）まで。ディ
ナーやカクテル
を楽しみながら、タモン湾沿いのホテル
の灯りと満天の星空の下、静かな波の音
をBGMにグアムの素敵な夜を楽しめる。

た二次会などのカジュアルなパーティー
にもおすすめだ。
　HOUSEやR&B、HIP HOPなど、最先
端の音楽が流れるグアムで最もホットな
場所で、国籍や年代関係なく、グアムの
熱い夜を楽しみたい。通常の営業時間は
夜の20時から深夜２時まで。タモン、ア
ガニャ地区のホテルから無料送迎がある
ので安心だ。

収容人数 500名 収容人数 200名

収容人数 65名

収容人数 1000名 収容人数 38名
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Hilton Guam Resort & Spa

グアムらしい演出とお客様のニーズに応える
信頼のサービスとプロダクト

ヒルトングアム・リゾート&スパ

クオリティーの高いホスピタリティーと
サービスで日本人旅行者から高い人気を
誇るヒルトングアム・リゾート＆スパ。
FIT、グループ、ファミリー、ウェディング
など幅広いマーケットのニーズに応えて
いる。グアムらしい演出と企画を仕掛け
ることで、さらに楽しい滞在を提供。快
適な宿泊を約束するメインタワー、プレ
ミアタワー、タシクラブと合わせて、リ
ピートしたくなるリゾートホテルとして
日本市場での訴求力を高めている。

新しくなったカフェ・チーノ
サンデーブランチも提供

　メインタワーのロビーにある24時間営
業の「カフェ・チーノ」の改修が完了。
広さが現在の２倍になり、座席を設けた
本格的なカフェスタイルにアップグレー
ドされた。ケーキやペストリーのほか、
イタリアンのパニーニ、アサイボウル、
ミックスフルーツカップ、ハーゲンダッ
ツをブレンドしたシェイ
クスペシャルなど特に女
性を意識したメニューを
充実させるとともに、新
たにサンデーブランチも
始めた。
　また、改修にあわせて、
ミーティングルームも設
置。カフェ・チーノと仕切
ることで個室にすることも可能なため、
セミナー、レセプション、ウェディング
関連でも利用することができる。

　このほか、新しい総
料理長を迎えたことか
ら、ビュッフェスタイ
ルのレストラン「アイ
ランダーテラス」では
新しいメニューが登場
する予定だ。

グアムらしい演出と企画で
楽しい滞在

　ヒルトングアムでは、グアムらしい演
出にもこだわりを見せている。広い敷
地内に伸びる散歩道では、ネイチャー
ウォーク・プログラムを開始。マップを片
手に沿道に育つさまざまな花や木を学習
しながら散歩を楽しむという企画で、特

にファミリー層
への訴求力を高
めている。
　また、タシク
ラブとメインタ
ワーのフロント
デスク付近に
は、グアムの自

然を再現した展示を行うことでリゾート
感をさらに高めた。
　タシクラブで実施されているチャモロ
文化体験プログラムも引き続き好評だ。
チャモロダンス、ヤシの実ジュースの作

り方、ヤシの葉を使った工芸品作り、ウ
クレレなど曜日によって異なるプログラ
ムが用意され、現地の人たちから生レッ
スンが受けられることから、グアムの文
化的魅力に触れられる機会として人気を
集めている。

各マーケットでも
信頼のサービス

　ヒルトングアムでは、ウェディング
マーケットも強化。アールイズ・ウェディ
ングが運営する「アクア・ステラ・チャ
ペル」とワタベウェディングが運営する
「セント・プロバス・ホーリー・チャペ
ル」をアピールするとともに、ビーチか
ら恋人岬を望む絶好のロケーションも訴
求力が高いと自信を示す。
　また、３棟の宿泊タワーがあることか
ら、同伴者の受け入れ態勢も十分。パシ
フィックリム料理で高い評価を受けてい
る「ロイズ」では、プライベートルーム

もあるため、ウェディングパーティーで
の利用価値も高い。
　MICEマーケット向けには、さまざま
な規模のグループに対応する宴会場や
ミーティングルームをアピール。また、
特にインセンティブ向けには、遠浅の
ビーチが広がることから、カヤックや
シュノーケリングなどのマリンスポーツ
が気軽に楽しめることも強調していく考
えだ。
　ファミリー向けには、メインタワー１
階ツアーデスクエリアの「Kid’sパラダイ
スルーム」でおもちゃ類を増やした。屋
外にあるプレイランドでは、滑り台やブ
ランコなども設置し、敷地内で子供が安
心して遊べる環境を整えている。
　このほか、母娘旅や女子旅向けには、
「こころ」と「からだ」の調和と人の手に
よるエネルギーチャージをモットーとす
るスパ「アユアラン」を提案。さまざま
なトリートメントメニューが揃い、日本
人スタッフが常駐しているため、言葉の

心配もないことから、極上のリラクゼー
ションを体験することができると利用者
の満足度も高い。

クリスマス、新年に向けて
イベントも続々

　ヒルトングアムでは、今年下期にさま
ざまなイベントを企画している。10月末
のハロウィンでは、従業員も加わった仮
装イベントを開催。11月23日には、ミス・
グアムを迎え、一連のクリスマスイベン
トの開始を告げる「クリスマストレイン
の出発式」を行う。今年のクリスマスデ
コレーションのテーマはトラディショナ
ル。期間中、プールサイドなどでさまざ
まな企画を用意する。
　また、大みそかにはプールサイドで「ホ
ワイトパーティー」を企画。これは、新
年へのカウントダウンと花火の打ち上げ
を行うイベントで、参加者全員で2017年
の幕開けを祝う。

「カフェ・チーノ」に
新メニューが登場

「カフェ・チーノ」のプライベートルーム

キャメル新料理長

グアムの自然を再現した
ホテル内の展示
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Guam Premier Outlets(GPO)

ショッピングにダイニングに、1日中楽しめる人気スポット
イベントも盛り沢山、グアム文化に触れる機会も提供

グアム・プレミア・アウトレット（GPO）

グアムを訪れたら、ぜひ立ち寄りたいグ
アム・プレミア・アウトレット(GPO)。
有名ブランドが集まるグアムで唯一のア
ウトレットショッピングモールとして日
本人旅行者に人気の場所だ。また、フー
ドコートやレストランも充実しており、
ダイニング体験もGPOの魅力。グアム
の文化を紹介する演出や企画にも力を入
れており、日本人をはじめとする海外旅
行者に喜ばれている。さらにタモン中心
部からの無料シャトルも開始。これまで
以上に気軽に訪れることができるように
なった。

人気のフォーエバー21が
新たに登場

　GPOは、タモン地区からは車で５分の
タムニング地区にある。フードコートや
レストランも充実しているほか、3D対応
を含む14のスクリーンを備えるシネマ・
コンプレックスもあり、１日中楽しめる
場所だ。
　現在、66店舗が入り、いずれもアウ
トレット価格で商品を提供している。

「ABCストア」、「カルバン・クライン」、
「フェイマス・フットウェア」、「ゲス」、
「リーバイス」、「ナイキ」、「ナイン・ウエ
スト」、「トミー・バハマ」、「トミー・ヒ
ルフィガー」、「ロス・ドレス・フォー・
レス」など有名ブランドが入るほか、小
物類やアクサリーなどを扱うキオスクも
多く出店している。
　さらに、新たに「フォーエバー21」、

「チャ・タイム」、「ラナカイ」が加わった。
フォーエバー21は日本人にも人気の世界
的なブランド。米国本土の価格あるいは

ディスカウント価格で商品を提供してい
る。地元の人たちにも人気のチャ・タイ
ムは、イチ押し商品のバブル・ティーや
スナック類を販売。カルバン・クライン・
アクセサリーの隣に設置されたキオスク
のラナカイでは、ハワイ発のバスグッズ
やボディー商品を提供している。

充実のダイニング
携帯電話の充電器を設置

　G P O では、アウトレットショップに
加えて、フードコートやレストランも充
実。フードコートには、世界中の料理が楽
しめる11店舗が入るほか、モールの外に
は、バラエティーに富んだシェイクやア
イスクリームで人気の「コールドストー
ン・クリーマリー」をはじめ、「ウェン
ディーズ・レストラン」、「チリーズ・レ
ストラン」、「ルビー・チューズデイ」、

「味千ラーメン」、「キングス・レストラ
ン」、「チャックEチーズ」などのダイニ
ングが軒を連ねる。
　モール内のサービスとしては、無料で
ベビーカーや車いすを貸し出している。
また、子供用の「プレイ・タイム」プレ
イグラウンドも無料で開放。フードコー

トとメインモールにはATMが設置され
ているほか、フードコートには携帯電話
の充電器も備えられているので、ショッ
ピングやダイニングの合間にリチャージ
することが可能だ。

タモンからの
無料シャトルバスを開始

　GPOでは近頃、GPOとタモン地区のタ
モン・サンズ・プラザ間を結ぶ無料シャ
トルバスの提供を始めた。GPOの乗り場
は、ロス・ドレス・フォー・レスの入口
近く。運行スケジュールはGPOのホーム
ページで確認することができる（www.
gpoguam.com）。このほか、赤いシャト
ルバスとシレナ・トロリーもシャトル
サービスを提供。毎日、GPOと主要ホテ
ル間を10分間隔で結んでいる。また、タク
シーサービスはミキ・タクシーが提供。
タクシースタンドは、ルビー・チューズ
デイに面したGPOの正面入り口にある。

チャモロ文化イベントで
グアムらしさを体験

　GPOでは、毎週土曜日の午後2時から、

チャモロ文化を広く伝えることを目的に
2001年に発足したPa’a Taotao Tanoによ
る文化ダンスショーを無料で提供してい
る。約20分のパフォーマンスのほか、ヤ
シの葉細工の実演やダンスレッスンなど
を通じてグアムのユニークな文化を紹介
している。このショーは今年10月末まで
続けられる予定だ。
　また、現在オープン19周年を記念した
ギブアウェイ・プロモーションも実施
中。抽選で、2016年型GMCキャニオン・
トラック、2016年型ビュイック・ベロー
ナ、セブパシフィック航空で行くマニラ
旅行をプレゼントする。

　このほか、11月には「ブラック・フラ
イデー」セールスを実施。各店舗が朝６
時から正午にかけて特別セールを行う。
さらに、ブラック・フライデーからクリ
スマスイブにかけて毎日、シアターの近
くでマジックショーも行われる。
　GPOでは、フェイスブック（GPOguam）
や同社ウェブサイトで最新情報を発信。
グアム旅行の前にチェックすることを勧
めている。
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各種リノベーションで「総合力」をさらに向上
クラブラウンジやスパ、バンケットなどを刷新

アウトリガー・グアム・ビーチ・リゾート

グアムを代表する大型デラックスリゾー
トのひとつ「アウトリガー・グアム・ビー
チ・リゾート」。このほど各種リノベー
ションを終え、ホテルとしてまた一歩進
化した。ファミリーやシルバー層、ハネ
ムーナーからMICEまで、客層や旅の形
態を問わず、高い次元で満足を提供でき
る「総合力」を一段と磨き上げている。

クラブラウンジがスケールアップ
「ボエジャー47クラブ・ラウンジ」に

　アウトリガー・グアム・ビーチ・リゾー
トは全600室。観光の中心地プレジャー
アイランドの一画にあり、グアムでのリ
ゾートの中でも最高のロケーションを誇
る。また地元でも定評のある料飲施設や
スパ、クラブラウンジなど、施設／サー
ビス面でもグアムのトップクラス。規模
と立地、そして施設／サービスと、文字
通り３拍子が揃った「総合力」の高さが
大きな特徴だ。
　「総合力」をさらに高めるべく、現在進
めているのが各施設のリニューアル。な
かでも、プレミアム志向の旅行者に対
応したエクスクルーシブなクラブフロア

「ボエジャー・クラブ」のクラブラウンジ
をこのほど刷新。「ボエジャー47クラブ・
ラウンジ」と、名称も新たに、座席数が従
来の40席から75席へほぼ倍増となった。
　ラウンジは、ホテル最上階の21階に位
置。「ボエジャー・クラブ」の宿泊客だけ
が無料で利用できる専用ラウンジで、「ボ
エジャー・クラブ」の部屋数を増やした
ことを受けて拡張した。

　ラウンジでは、時間帯によってさまざ
まなサービスを提供。朝食ビュッフェ

（6：30～10：00）では、日本食も提供。
グアムの壮大な青い空と美しい海を眺め
ながら朝食を楽しむことができる。
　また、夕方のカクテルタイム（17：00～
19：00）には、タモン湾に沈む美しいサ
ンセットを望む絶景の中、豊富なカクテ
ル類をはじめとするアルコール類やおつ
まみなどをサービス。朝食やカクテルタ
イム以外の時間帯に寛ぐことも可能で、
各種新聞や雑誌の閲覧、コンピュータや
プリンターの利用もできる。
　オーシャンフロントのプレミアムリ
ゾートとして、各地に展開するアウトリ
ガー・リゾーツでは、ハワイのアウトリ
ガー・リーフ・ワイキキ・ビーチ・リゾー
トの「ボエジャー47クラブ・ラウンジ」
を皮切りとし、グアムだけでなく、アウ
トリガー・プーケット・ビーチ・リゾー
トにおいても、クラブラウンジがリブラ
ンディングされた。また、その他のアウ
トリガー・リゾーツにおいてもプレミア
ムラウンジが設置される計画だ。

ホテル直営
「ナヴァサナ・スパ」がオープン

　ホテル直営のスパ
「ナヴァサナ・スパ」
が８月オープン。736
㎡の広々とした空間
に、計８部屋のトリートメントルームが
あり、ゴージャスな雰囲気の中で施術を
受けられる。
　「ナヴァサナ」は、サンスクリット語で
ヨガの「船のポーズ」。心と体をリラッ
クスさせ、元気づけた上で航海に送り出
す、という意味が込められている。スパ
では、ポリネシア諸島をはじめ、世界各
地に伝わる伝統的なマッサージを参考に
したプログラムを開発。一流のセラピス
トが最新のスキンケア用品を使用した各
種トリートメントを提供。非日常の穏や
かなスパ環境で心と体をストレスから解
放し、自らが備え持つ輝きを引き出すた
めの工夫が凝らされている。
　スパ・プログラムは、日頃の疲労を癒
す全身マッサージから、肌の自然治癒力
を高めるトリートメント、全身パック、
フェイシャル、角質を落とすスクラブ、
さらには世界的に有名な英国スパブラン
ド「エレミス」を使ったトリートメント、
グアム由来のオイルを使った全身パック
など、多彩なラインナップを揃える。
　お勧めは、マッサージやフェイシャル
などを組み合わせたコンビネーション
パッケージ「シグニチャー・スパ・ジャー
ニー」。その中でも最も内容の濃い「ピュ
ア・ブリス・リチュアル」コースは、心
地よいフットマッサージから始まり、ト
ロピカルボディスクラブへ。その後は花
びらを浮かせた風呂でいったん心を落ち
着かせ、今度は全身マッサージ（アロマ
バリニーズ・マッサージまたはディープ
ティシュマッサージを選択）を受ける。
最後は「エレミス」を用いたフェイシャ
ルでリラクゼーションを締めくくる120
分間のコースだ。

客室もより快適に
全室に洗浄トイレを完備

　各客室も、さらに過ごしやすく、心地
よい部屋にリニューアル。全室への洗浄
トイレ設置が完了したほか、バスルーム
も刷新され固定式ミストシャワーと可動
式ハンドシャワー、最新バスタブを導入
し、より快適で便利なバスルームを実現。
Wi-Fiも全室無料で利用できる。

　さらに、ボエジャー・クラブの客室に
は、挽きたてのコーヒーを手軽に楽しめ
るコーヒーマシーンと、どの機種の携帯
電話でも充電可能な目覚まし時計を導
入。客室フロアの廊下の絨毯も張り替え
た。
　全600室のどの部屋からも美しいタモ
ン湾のオーシャンビューを楽しむことが
できるのがアウトリガー・グアム・ビー
チ・リゾートの大きな強み。全室に備
わっているプライベートバルコニーに出
れば、潮風を感じることができるはずだ。
　また、ダブルルームがすべてクイーン
サイズのベッド２台の配置というのも特
徴。主力客である日本人宿泊客の要望に
沿ったスタイルだ。

新店舗オープンで
料飲施設がさらに充実

　レストランやバー、ラウンジなど、ホ
テル内の料飲施設もリニューアルにより
新たな店舗が誕生。６月にオープンし
た「ザ・グラインド２」は、ホテルのエ
ントランスに位置。ロビーフロアにある 

「ザ・グライ
ンド」と同様
に24時間営業
で、コーヒー
やカプチーノ、カフエラテなどの飲み物、
グリルしたサンドイッチ、自家製ケーキ
などの軽食を提供する。
　また、ビーチでハンバーガーやサンド
イッチが楽しめる「オハナ・ビーチ・ク
ラブ」は今年１月にリニューアル済み。
スペースを拡張したほか、屋根を増設、
より広々とした空間となった。これに伴
い、人気プログラムの「アウトリガー・
ビーチサイド・バーベキュー」の会場が

「オハナ・ビーチ・クラブ」に変更。飲み
放題の生ビールに加え、バーカウンター
で好みのカクテル

（料金別途）が注文可
能になった。

　ほかにも「パーム・カフェ」は終日の
営業で、グアムのローカル料理から、ア
ジア料理、そしてさらに日本食まで幅広
くビュッフェ形式で提供している人気の
メインダイニングレストラン。また、ロ
ビー階に位置するバンブー・バーでは
ローカルミュージシャンのライブ演奏が
楽しめ、カクテルはもちろん軽食も楽し
める。

バンケットルームも内装を一新
屋外含め充実の収容力

　グループ旅行にも高い対応力を発揮す
る。600という部屋数に加え、全室オー
シャンビューという平等な客室環境は、
オーガナイザーや旅行会社からは部屋割
をしやすいと好評。また、ホテル開業以
来、初めてとなる会議／宴会施設の本格
的なリノベーションを現在行っており、
最新設備を導入、内装も一新し、大き
く生まれ変わる。３つのボールルーム、
フォート・サンホセ、フォート・ソレッ
ダット、フォート・サント・エンジェル
は、最大477㎡までを同一空間として使用
でき、シアタースタイルなら350名、バン
ケットスタイルでも300名まで対応可能。
中小グループ向けに、「フォート・サン
ラファエル」（シアタースタイルで80名収
容）、「フォート・サンタクルーズ」（同50
名収容）といった施設もある。
　「タシ・テラス」は、アウトリガー・グ
アム・リゾートならではの屋外施設。大
型団体のカクテルパーティーなどに利用
できる最大300名の収容力と、遮るものな
く目の前に広がるタモン湾の絶景が最大
の魅力だ。

日本人客に配慮しクイーンサイズのベッドを2台配置

ポリネシア諸島をはじめ世界各地のマッサージをアレンジ

朝食で提供されるビュッフェ

ビーチ沿いの「オハナ・ビーチ・クラブ」

新しくオープンした「ナヴァサナ・スパ」

刷新されたバスルーム

どの部屋からもタモン湾のオーシャンビューが広がる

クラブフロア「ボエジャー47クラブ・ラウンジ」

メインダイニングの「パーム・カフェ」

6月にオープンした「ザ・グラインド2」
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Family Travel

やっぱりもう一度みんなでグアムへ
二回目でも発見がいっぱい！ 三世代旅行に最適なグアムの魅力

ファミリー旅行

子供から年配者まで、旅行者みんなに優
しいリゾート「グアム」。家族での旅行先
として根強い人気を誇り、特に小さな子
どもを連れた三世代旅行には最適だ。
今回、子どもが生まれてから初めての海
外旅行先としてグアムを選んだ後、再び
グアムを訪れたファミリーに、二回目の
グアム旅行の感想とその魅力について聞
いた。

─今回は二回目のグアムへのファミリー
旅行ということですが、メンバーと日
程を教えてください。

　私と妻、１歳10カ月の息子、60代後半
の私の母、それに60歳間近の叔父と叔母
に加え、妻の従兄弟と、総勢７人での旅
行となりました。木曜日の夜に成田を出
発。グアムには３泊して日曜日に帰国す
る日程でした。出発した日は、グアムに
着いたのが夜遅かったですが、前回の旅
行で、空港からホテルまではわずか15分
程度と、とても近いということがわかっ
ていたので、安心感がありました。実際
にグアムでのんびりと過ごしたのは、金
曜日と土曜日、そして帰国する日曜日の
午前中でした。

─初めての海外家族旅行がグアムという
ことしでたが、その際はどのように過
ごしましたか？

　初めて家族でグアムを訪れた際は、子
供が１歳過ぎて間もなかったということ
もあり、まだ生活パターンが一定してい
なかったので、子供のペースになるべく

合わせて過ごし
ながらも、初め
ての家族でのグ
アム旅行という
こともあったの
で、いろいろと
見学しました。
　例えば、イル

カウォッチングツアー（ABC）に参加し
たり、プライベートビーチ（ココパーム
ガーデンビーチ）に行ったりと、“ビーチ
リゾート”を満喫したかったので、海のア
クティビティに積極的に参加しました。
　また、レンタカーを借りてドライブに
出かけ、ローカルに人気のハンバーガー

屋で食事をした
り、ショッピン
グセンターで買
い物をしたり、
恋人岬まで出か
けたりと、たく
さんの経験をし
ました。また、

BBQを食べたかったので、ディナーに
は、バーベキューディナーショー（「ザ・
ビーチ」BBQディナー＆ショー）の見学
をしました。

─今回、再び海外家族旅行先をグアムに
選んだ理由を教えて下さい。

　やはり、初めて訪れたグアムがとても
楽しかったというのが一番です。乳幼児
連れでたくさん心配事もありましたが、
行く前に感じていた不安を現地で全く感
じることがなく、安全に帰国できたのが
自信につながったのかもしれません。
　日本から近く、時差も少ないグアムは、
帰国後も体に負担がなく過ごせるのが、
子供や年配の私の母も含め、家族みんな
が感じている最大のメリットです。そん
な身近さでありながら、アメリカで過ご
せるというのは、他にない魅力だと思い
ます。
　ホテルや各施設には、日本語が分かる
スタッフがたくさんいましたし、こちら
が下手な英語で話しても、笑顔で一生懸
命理解してくれようとするので、気持ち
よく過ごすことができます。
　実は、台北にも家族旅行で行ったので
すが、私たち夫婦は観光などを楽しめま
したが、大都市でしたので、人混みや交

通にも注意しなくてはいけないことも多
かったですし、子供は楽しめたのかな、
と考えた時に、やっぱりビーチリゾート
で自由にのびのびと過ごさせてあげたい
なと思いました。

─二回目のグアム旅行ではどのように過
ごしましたか？

　初めてのグアムで見れなかったところ
や、できなかった過ごし方をしてみよう
というのが、事前に決めていたことです。
　そこで、グア
ム島自体の観
光をまだしてい
なかったので、
水陸両用観光バ
スツアー（ライ
ドザダック）に
参加しました。
ビーチのイメー
ジだけだったグアムです
が、スペイン広場やラッ
テストーン公園などを巡
り、グアムの歴史や文化
についても知ることがで
き、とても興味深かった
です。
　また、アドベンチャーリバークルーズ
のツアーにも参加しました。鬱蒼と茂る
グアムのジャングルを見たのは初めて
で、グアムの川というのもイメージがな
かったですし、
初めてみる光景
でした。
　ちょうどツ
アーの途中にス
コールがあった
のですが、その
景色が圧巻。東
京での普段の生
活では不便に感
じる雨ですが、
この時ばかり
はまさにグアム
の原風景を見れ
たような気がし
て、とてもラッ
キーだったよう
に思います。
　今回は子供も
成長して、生
活パターンがほ
ぼ一定してい
て、寝る時間
も安定してき
ていたので、夜
には少しおしゃ
れをして、サン
ドキャッスルの
ディナーを鑑賞しました。子供も少しも
飽きる事無くずっとショーに釘付けでし
たし、目の前で繰り広げられる迫力ある
マジックと、美しいダンスに酔いしれま
した。
　そして、今回はホテル前のビーチや
プールでのんびりと過ごす時間を作った
というのが、前回とは違うところです。
前回は、あれも見たい、これも見たいと

欲張ってたくさ
んの予定を入れ
ましたが、今回
は敢えて予定を
絞って、宿泊し
たホテル（アウ
トリガー・グア
ム・ビーチ・リ
ゾート）での滞
在を満喫しよう
と思いました。
　子供はプール
やビーチでおお
はしゃぎ！プー
ルで遊んだ後
は、すぐに部屋
でシャワーを浴

びて、疲れたらもちろんベッドで休むこ
ともできるので、大人も子供も、時間を
気にすることなく、ゆったり過ごせた感
じがします。
　今回はワンランク上のボエジャー・ク
ラブの宿泊だったので、朝食やカクテ
ルタイムに専用
ラウンジを使う
ことができまし
た。子供がいる
ので、食事をの
んびりという訳
にはいきません
が、スタッフの
方も温かくサポートしてくださったの
で、とても快適に時間を過ごすことがで
きたのが嬉しかったです。タモン湾の美
しい景色を眺めながら、美味しいお食事
やお酒をいただき、ここで過ごした時間
が、２回目のグアム旅行の満足感をぐっ
と上げた気がします。

─１歳10ヶ月の幼児を連れての海外旅
行ということで、持ち物、機内や現地で
の過ごし方など、特に注意した点はあり
ましたか？

　一度グアム旅行を経験していたので、
大きな心配はありませんでした。前回は
食事が心配で、乳児の食事として離乳食
のレトルトを持っていきましたが、実際
には、大人以上に、現地の野菜や肉を食
べていましたし、その時より月齢が進ん
でいたこともあり不安もありませんでし
た。おむつに関しては、アメリカで売っ
ているものは日本のものとは違うので、
少し多めに持っていきました。その分、
スーツケースの中のスペースを取ってし
まいましたが、帰りにはおみやげを入れ
るスペースになりましたので、問題には
なりませんでした。
　ホテルでは前回と同様にベビーガー
ド（子どもが落ちないようにするベッド
の柵）を借りた
り、ベビーカー
も借りれました
し、また、ショッ
ピングモールで
は、子どもが好
きそうな車の形
をしたカートな
ども用意されて
いましたので、
日本から余分な
荷物を持って行
く必要はありま
せんでした。レ
ストランでは、
すぐにベビー
チェアを用意してくれたり、席につくと
塗り絵とクレヨンを出してくれたりと、
そうした子どもへのサポートは、日本と
同じか、それ以上の気がします。

─その他、旅行全体の感想を教えて下さい。

　グアムには、一度や二度では体験でき
ない、たくさんのアトラクションがあり、
もっともっといろんなものに挑戦してみ

たくなりました。
　また、それと同時に、ホテル内でゆっ
くりと過ごすという楽しみ方もさらに経
験してみたいと思いました。楽しそうな
ことがたくさんあるので、どうしても外
に目が行ってしまうのですが、ホテル滞
在も極めたら、もっともっと旅が楽しく
なるような気がしました。ホテル前のタ
モン湾のビーチは遠浅で、波も小さいの
で、小さな子ど
もを遊ばせるの
には最適ですし。
　また、前回も
感じたことです
が、グアムの人
は、とてもフレ
ンドリーで女性だけでなく男性も、小さ
い子どもに寛容です。子供がグズったり、
少しいたずらをしたりするくらいなら、
ニコニコと可愛がってくれたのがとても
印象深いです。この温かさは何にも代え
難いグアムの魅力ですかね。
　滞在中、ちょうど叔父の誕生日が近
かったので、当日のお願いにもかかわら
ず、レストランがお誕生日用にメッセー
ジを入れたケーキを用意してくれ、ス
タッフの皆さん
がバースデーソ
ングを歌ってく
れました。叔父
はもちろん、み
んなとてもびっ
くりして喜んで
くれました。

　食事を含む文化、エンターテイメント、
ビーチリゾート、どれも質が高く、アメ
リカっぽさを気軽に体験できることに、
今回もたいへん満足しています。

─改善点や要望などはありますか？

　特にありませんが、もっとローカルら
しさが見えるレストランやショップの情
報がほしいですかね。日本人が多いデス
ティネーションですが、もっともっとグ
アムらしさに出会いたいので、週末に開
催されているジョギング大会やイベント
など、誰でも気軽に参加できたら、また
違ったグアムの魅力を楽しめると思いま
す。

─またグアムを訪れたいですか？

　はい、もちろんです！
　もう私たちは次のグアム旅行を企画し
ています！また新しい挑戦ができるのが
楽しみです。

クラブフロア専用ラウンジにて

ホテルのプールで遊ぶ（アウトリ
ガーグアムビーチリゾート）

ホテルの庭でお散歩

ダックの笛が
お気に入り

市内観光ツアーに参加
（ライドダックツアー）

おしゃれをしてディナーショーに
（サンドキャッスル）

グアムの文化に触れる
（アドベンチャーリバークルーズ）

火おこしに挑戦（バレー オブ ザ 
ラッテ アドベンチャー パーク）

サプライズで誕生日会も

レストランでは子供用に
塗り絵を用意

地元のレストランで食事

スケジュールは子供のペースに
合わせて

レンタカーはチャイルドシートを
しっかり

海外ならではの面白そうな
おもちゃがいっぱい

水牛に乗ってみんなで集合写真（バレー オブ ザ ラッテ アドベンチャー パーク）
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HafaAdai Guam Study Tour 2016 Report

今年も旅行会社向けグアム研修旅行開催
ハファデイ・グアム・スタディ・ツアー2016レポート

ハファデイ・グアム・スタディ・ツアー2016レポート

　ハファデイ・グアム・スタディ・ツアー
は、旅行会社に対する研修の一環として
行われる毎年恒例のプログラムで、今年
で23回目を迎えた。今回は札幌、仙台、
東京、名古屋、大阪、福岡の６地区から
旅行会社スタッフ52人が参加したのをは
じめ、GVBやユナイテッド航空の関係者
やメディアなど、総勢64人が参加した。
　今回は、事前に日本の各地区でセミ
ナーを実施。現地では、地元の観光関連
サプライヤー40社とのワークショップを
はじめとして観光関係者との交流や現地
視察に終始した。また、レセプションで
はグアム伝統のチャモロダンスが披露さ
れるなど、グアムが培ってきた文化を紹
介する企画で参加者を迎え入れた。

　現地では、グアムにある主要ホテルの
視察を実施。客室やバンケットルームな
どを見学し、各ホテルからグループ旅行
の受入体制に対して説明が行われた。
　また、今年12月にハガニア地区にフル
オープン予定で、すでに外観が完成して
いるグアムミュージアムをはじめ、ユナ
イテッド航空が今年タモン地区に開設し
たチェックインカウンター「TCAT」も
視察。このほか、ツアー期間中に開催さ
れたGVB主催のイベント「グアムBBQブ
ロックパーティー」の会場も訪れた。
　このほか、それぞれのサプライヤーが
提供しているアクティビティーについても
各自で視察を行い、新たなツアー造成に
向けて、積極的な情報収集を行っていた。

グアムにある主要ホテルの視察を実施
客室やバンケットルームを見学し、グループの受け入れ体制を見学

MICE受け入れ施設が着々とオープン
グアムの各ホテルも団体受け入れ体制強化

GVBデナイト局長、日本人来島者の重要性強調
オフ期の観光需要喚起へイベント造成積極化

　また、MICEの獲得にも積極的に力を
入れていく。グアムには昨年、デシュタ
ニ グアム リゾート内に大型のコンベン
ション施設「グアムコンベンションセン
ター」がオープン。今年５月にはアジア
太平洋観光協会（PATA）の会合が同セン
ターで開催されるなど、大型会議の開催
も相次いで行われている。さらに、今年
12月には「グアムミュージアム」がグラ
ンドオープンを予定。また、グアムにあ
る各ホテルも団体受け入れ体制を相次い
で強化している。さらにMICE誘致に向

　グアムの海外旅行客受け入れが本格化
したのは、1967年に日本−グアム間の定
期航空便が就航したのがきっかけとな
る。来年は50周年の節目を迎えるのにあ
たる。GVBのジョン・ネイサン・デナイ
ト局長兼CEOは「当時の全体来島者数は
約4500人だった。それが2015年のグロー
バル来島者数は過去最高の140万人を達
成することができた」とこの50年を振り
返る。そうした中で、「グアムの観光産業
は常に礼儀正しい日本人観光客によって
育ててもらった。GVBの理事会メンバー
も日本市場を注視している」と述べ、グ
アムの観光産業における日本の重要性を
強調した。
　GVBのイベントについても日本向け
のアイデアがグローバルキャンペーンに
広がったとデナイト局長は話す。今年展
開した「ONLY ON GUAM」キャンペー
ンも日本で展開した「グアムでしかでき
ない50のこと」の取り組みをベースに作
りあげたものだ。今回のキャンペーンで
は、特に４月から７月の閑散期にグアム
での来島を促すさまざまな企画を展開。
その結果、５月は前年同期比21％、６月
も15％程度グローバルレベルでの来島者
が増加したという。

　研修旅行期間中に、タモン地区中心地
のプレジャーアイランドで行われていた

「グアムBBQブロックパーティー」も
GVBが企画したイベントのひとつ。この
パーティーは今年で第４回となり、グア
ムが誇る炭火焼きバーベキューを堪能す
ることができる機会として、観光客だけ
でなく地元住民にも受け入れられる企画
として成長した。
　17年以降も「積極的にイベントを企画
していきたい」とデナイト局長は話す。
特に「グアムのビーチにからめたイベン
トやタモン地区以外への誘客を実現する
ための施策を展開できればよい」とし、
ファーストタイマーの開拓だけでなく、
リピーターの来島を促す取り組みに力を
入れていく方針だ。

けたキャンペーン企画を実施するなど積
極的な取り組みを展開している。
　デナイト局長は「新施設の開設で、グア
ムのMICE受け入れに関する付加価値は
高まっている。また、キャンペーンにつ
いても一定の成果が出ている」と強調。
今後も「誘致キャンペーンを継続してい
くのをはじめ、グアムがMICEに適した
デスティネーションであるという部分を
アピールしていく。日本人のグループ旅
行は為替などの影響もあり、15年はやや
減少したが、早期に2014年レベルの12万
人レベルに戻していきたい」としている。

グアム政府観光局（GVB）はユナイテッド航空の協力で6月30日から7月4日の日
程で全国の旅行会社のMICE専門スタッフを招いた研修旅行「ハファデイ・グアム・
スタディ・ツアー」を開催した。今回は、MICEをテーマに現地の観光業界関係者
とのワークショップを実施したのをはじめ、ホテル視察やグループ旅行に適したア
クティビティプログラムを体験。「最新のグアム」を肌で体感した。

12月にグランドオープン予定の「グアムミュージアム」

グアム政府観光局のジョン・ネイサン・デナイト局長兼CEO

PICグアムホテルの宴会場の一つ

デシュタニ グアム リゾート内にオープンした
大型コンベンション施設「グアムコンベンションセンター」

ヒルトン・グアム・リゾート＆スパの客室ハイアット リージェンシー グアムの客室 アウトリガー・グアム・ビーチ・リゾートの客室

デュシタニグアム リゾートのバンケットルーム レオパレスリゾート グアムのバンケットルーム

ロッテホテルグアの客室

シェラトン・ラグーナ・グアム・リゾートのバルコニーからの景色

ワークショップ会場の案内ボード チャモロダンス、ダンサーとバンド

ワークショップ開催前のあいさつ レセプション会場の様子

グアム現地で行われたワークショップの様子 レセプションに登場したミス・グアムたち
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Pacific Islands Club Guam

ファミリーとグループの受け入れ態勢グレードアップ
総合リゾートとしてのサービスがさらに拡充

PICグアム

総面積8万7,000㎡もの広さを持つ 
グアム最大級の総合リゾートPICグアム。 
主力であるファミリーマーケットでは、
子供向けサービスを充実させ、家族で楽
しめるリゾートとしてさらにその存在感
を高めている。また、グループの受け入
れでも、PIC独自のプログラムや多彩な
施設でニーズに応えている。ハイエンド
層に向けにはロイヤルクラブプレミアム
でサービスを拡充。今夏新たにフィット
ネスセンターもオープンするなど総合 
リゾートとしての訴求力をさらに高めて
いる。

フィットネスセンターがオープン
子供用アーチェリーレンジも増設

　今年７月１日、ラケットボールとス
カッシュコートがあった場所に、最新の
フィットネス器具を設置したフィットネ
スセンターをオープンした。営業時間は
午前６時から午後９時30分。マーケット
のニーズに応えるとともに、総合リゾー
トとしてのサービスをさらにアップグ
レードさせた。

　また、アーチェリー場では子供でも簡
単に楽しめる距離の短い子供専用のアー
チェリーレンジを増設。これまでの距
離16メートルの大人用８つに加えて、背
中合わせにするかたちで反対側に距離12
メートルの子供用８つを設置した。標的
の大きさはどちらも直径約80センチ。こ
れにより、混雑が緩和されるとともに、
子供でも安心して遊べるようになった。
さらに、小さな子供用には持ち運びでき
る強化プラスティック製の標的と吸盤性
の弓矢も用意する。

子供向けサービス拡充で
ファミリー市場強化
乳幼児向けサービスも新たに検討

　PICグアムでは、ファミリーマーケッ
トに対するサービス拡充の一貫として、
子供向けのキッズギブアウェイを充実さ
せている。これまでピークシーズンとな
る夏の３ヶ月に限定していたが、年間を
通じてファミリー需要は高いことから通
年で提供していくことにした。
　今年から来年にかけてプレゼントさ

れるのは、７月〜
９月が腕時計、10
月〜12月がウォー
ターボトル、来年
１月〜３月が子
供用サングラス、
４月〜６月が帽子
で、すべてPICグ
アムオリジナル。
対象となるのは、
PICに滞在中の２

歳から12歳未満の子供だ。
　また、ロイヤルクラブ以上のカテゴ
リーの宿泊客限定で進呈している「キッ
ズクーポンブック」も好評。ホットドッ
グ（プールバー）、チップス（プール
バー）、ドーナッツまたはクッキー（カ
フェエスプレス）、スペシャルキッズド
リンク（プール
バーまたはサン
セットBBQ）、
綿菓子（プール
バーまたはサン
セットBBQ）、
好きなおもちゃ
の10％割引（ブ
ティキ）、ポップ
コーン（シッキースナックシャック）、風
船（シッキースナックシャック）のクーポ
ンをひとつのブックにまとめたもので、
それぞれ対象となる場所で利用すること

が可能だ。
　このほか、ゲー
ムプールの真ん前
にオープンした子
供専用の「シッ
キ ー ス ナ ッ ク
シャック」も人気
を集めている。
クッキー、アイス
クリーム、キャン
ディーなどのお菓

子類を用意していることから、ウォー
ターパークでの新たなお楽しみスポット
として家族連れに好評だ。
　４〜12歳の子供が対象の「キッズクラ
ブ」も引き続きファミリーに訴求力が高
い。クラブメイツが同伴し、プールや
ビーチでさまざまなアクティビティを楽
しむことができる。また、カルチャーア
クティビティセンター「グマチャモロ」
では、水牛カートの試乗体験、ヤシの葉
編み教室、ココナツジュース試飲、投網
体験、チャモロ語教室などグアムの文化
を家族一緒に体験することが可能だ。
　PICグアムでは、キッズクラブの対象
年齢に合わせ、４歳以上の子供へのサー
ビスに焦点を置いていたが、今後はファ
ミリーの取り込みをさらに強化する目的
で、4歳以下の子供向けのプログラムも充
実させていく計画だ。

グループ市場で訴求力高める
独自プログラム
クラブメイツ参加の新たな取り組みも企画

　もうひとつの柱であるグループマー
ケットについては、その多彩な施設と独
自プログラムでニーズに応えていく。バ
ンケット施設では、着席1000名、立食1200
名、シアタースタイルで1500名のキャパ
シティーをもつ「パシフィックパビリオ
ン」が大型団体の宴会や催しに対応。600
席の収容能力を持つディナーショー施設
「アンフィシアター」では、太平洋の島々
に伝わる伝統的な踊りをフィーチャーし
た壮大なエンターテイメントショーを楽
しむことができる。また、屋内宴会施設

の「タサ」「イサ」
では、それぞれ着
席で110席、合わせ
ると220席を用意
する。
　PICグアムなら
ではのプログラム
としては、宿泊し
ている50名以上の
グループに無料で
提供しているチー
ムビルディング・

プログラム「ウォーターオリンピック」
（要事前予約）をアピール。広いウォー
ターパークで、水上玉入れ、カヤック競
争、水中綱引き、水中バレーボールなど
バラエティー豊かな競技をチーム対抗で
競う。全ての司会と進行はエンターテイ
メントを担当するクラブメイツが行うた
め、安心して利用することができる。
　今後さらにインセンティブの受け入れ
を強化していくため、スポーツ、エンター

テイメント、アクティビティなどを担当
する部署と協力し、オーガナイザーの要
望に応えていく方針。これまでの枠にと
らわれない奇抜なアイディアでも問い合
わせをしてみてもらいたいとのこと。
PICグアムでは、ホテル全体の各部署が
連携していくことで、他リゾートとの差
別化を図っていきたい考えだ。

ハイエンド向けに
ロイヤルクラブプレミアム

　PICグアムではハイエンドの取り込み
にも注力している。一般客室のなかでは
最もカテゴリーの高い「ロイヤルクラブ
プレミアム」全46室では、今年４月１日か
ら新しいサービスを開始。各部屋にラッ
ピングしたロクシタンのアメニティー
セットのほか、ミニバーにソフトドリン
ク６本を用意する。また、ベッドサイドに
マットを設置し、子供用スリッパや歯ブ
ラシも新たに提供。さらに、ハウスキー
ピングの時間帯を午前と午後から選べる
ようにするほか、スィートルームと同様
にターンダウン時に蘭の花やチョコレー
トをベッドの上に置くようにした。

ジバナ・スパに代わり
「PICカバナ」を設置
　
　PICグアムでは、新たな取り組みとし
て今年９月30日で営業を終了する「ジバ
ナ・スパ」を再利用するかたちで、14室
のトリートメントルームを「PICカバナ」
（有料）として再スタートさせる。各個室
に新たにソファ、冷蔵庫などを設置し、
ウォーターパークやビーチで遊ぶ際の拠
点としての利用を提案していく。営業終
了後リノベーションを進め、今年11月１
日から提供していく予定だ。クラブメイツ

パシフィックパビリオン

ウォーターバスケットボール

アンフィシアター

迫力のディナーショー

フィットネスセンターが新たにオープン

キッズクーポンブック（イメージ）

シッキースナックシャック

子供専用アーチェリーレンジを増設

キッズクラブ
子供向けギブアウェイ一例
「ウォーターボトル」

総面積8万7,000㎡のグアム最大級のリゾート
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Sports Tourism

グアムのスポーツツーリズム
スポーツツーリズム

グアム政府観光局（GVB）では、スポーツをフックにグアムへの旅行需要の
喚起に力を入れている。旅行商品の造成だけでなく、団体旅行をはじめ、
新規マーケットの拡大に努めていく方針だ。

　国際陸上競技連盟（IAAF）公認のハーフ
マラソン、男性、女性、男女混合チームで参
加できる駅伝リレーに加え、今年から10km
のランとウォーキングが新種目に。今回は
ハロウィン前日の開催となるため、仮装に
よる参加を可能とし、ベストコスチューム
に選ばれた人には景品を用意する新企画も
行う。早期に申し込むほど、割安な参加費
を設定。また、 旅行会社向けにはさらに割
引率を高めた特別料金を提供している。

■競技種目　⃝マラソン 42.195km
⃝ハーフマラソン
⃝10kmラン
⃝5kmラン

■主　　催　グアムスポーツイベント Inc.（NPO団体）
■特別協賛　ユナイテッド航空
■協　　賛　パシフィックアイランドクラブ
■後　　援　グアム政府観光局
■参加者数　全参加数3904名 ※うち日本人914名（2016年実績）

■レースパケットの受け取り
　日時：４月７日（金）11:00～18:00／４月８日（土）9:00～18:00
　場所：EXPO内にて※18:30～21:00頃まではPICバンケットにて（予定）
■マラソンコース下見ツアー
　日時：４月８日（土）　時間：9:00 11:00 13:00 15:00　所要：約90分
　出発：PICグアム発　ルート：マラソンコース（往復）
　参加料：1,300円（事前申し込み）
　事前申込締切：2017年４月６日　空席がある場合のみEXPOにて受付
■EXPO　
　開催日時：４月７日（金）11:00～18:00／４月８日（土）9:00～18:00
　開催場所：パシフィック・アイランド・クラブ（PICグアム）内パシフィック・パビリオン
■アフターレースイベント　
　開催日時：４月９日（日） レース終了後
　開催場所：イパオパーク（海側）
　内　　容：詳細未定。特設ステージなどにて、アトラク
　　　　　　ションや食事屋台（有料）なども予定
■レース終了後の食事
　ゴールエリアに完走ランナーには飲物と果物などを配布
　有料で食事を提供する屋台が数店出店予定
■公認ツアーについて

　本マラソンを利用して募集するツアーは、公認ツアーとして事務局申請が可能。公認ツ
アーの場合、名称、ロゴを使用できる他、旅行会社専用ウェブページのアクセスが可能な
ほか、ロゴや写真データなどの提供、イパオパーク内に公認ツアーとして、ホスピタリ
ティーテントの利用（有料）等の特典がある。

　グアムスポーツ・イベントINCが主催する、本格的
サイクルイベント。日本からの参加も多く、今年から
はタイムを競う「コンペティション部門」と、自身の
ペースでグアムの美しい景色を楽しみながら完走す
る「ファンライド部門」の２種目があり、各部門共に
約105kmのロングコースまたは約42kmのショートコー
スから選ぶことができる。

開催日：2016年12月3〜4日
場　所：レオパレスリゾート・グアム 野球場
　東京六大学準硬式野球連盟の選抜チー
ムと、グアムで最強のメジャーリーグの
チームが競い合う親善トーナメント。こ
のトーナメントの特徴は、打ったときの
飛翔軌道と弾力が通常の球より大きい準

開催日：2016年10月16日
場　所：ピティ村 レオパレスリゾート・グアム
　「オリンピック・ディスタンス」コース
の大会で、スイムコースはピティ湾から
スタートし、レオパレスリゾートをゴー
ルとする設定。バイクコースは島南部の

グアム ココキッズ ファン ラン
Guam Ko’ko’ Kids Fun Run

　子供が主役のランニングイベント。４歳～12歳の子供が
対象で、年齢別に１km、２km、３kmのコースに分かれ、ココ
ロードレースの前日に行われる。参加者全員に、記念の 
Ｔシャツと完走メダルを贈呈する。また、各部門の男女上
位３名へ、上から順番に金、銀、銅メダルが贈呈されるほ
か、レース後はさまざまなエンターテイメントが用意され
ている。

登り坂の多い美しい海岸線を巡る高難度
のコースで、ランコースはレオパレスリ
ゾートの美しい敷地内を2周走る。年齢別
部門と団体部門にエントリー可能。

硬式球を使用していること。
　出場選手はスポーツマン精神と友情を
確かめ合いながら楽しむ毎年恒例のイベ
ントになっている。

■競技種目　⃝ハーフマラソン（21.0975km）
⃝10Kラン／ウォーク
⃝駅伝（20.2km／1チーム4名×約5kmの折返しコース）

■主　　催　グアム政府観光局
■後　　援　グアム政府
■協　　賛　ユナイテッド航空（予定）
　　　　　　パシフィック・アイランド・クラブ・グアム（予定）
■参加者数　全参加者数2037人（昨年度実績）

ハーフマラソン：973名
駅伝：286チーム（1064名）※うち日本人320人

■ゼッケン・タイミングチップ受け取り
　日時：10月28日（金）11:00～18:00
　　　　10月29日（土）9:00～18:00
　場所：ガバナージョセフフローレスメモリアルパーク
　　　　（イパオビーチパーク）内特設会場
　　　　※ナンバーカード引換証と引き換え
■表　彰　式
　日時：10月30日（日）7:30開始予定
　場所：ガバナージョセフフローレスメモリアルパーク
　　　　（イパオビーチパーク）内ステージ
■フードサービス
　日時：10月30日（日）ゴール後6:15頃～9:30予定
　場所：ガバナージョセフフローレスメモリアルパーク
　　　　（イパオビーチパーク）内特設テント
　果物やドリンク、軽食を用意
　ゴール後、栄養補給をしながら、完走した選手同士の交流も楽しめる 
■旅行会社の商品造成について
　　本レース専用ツアーを企画した場合、旅行会社向けには限定エントリー料金と締切日を
　設置。詳細は下記問い合わせのこと。

　来年グアムで開催されるマラソンイベ
ントが、ユナイテッド航空が冠スポン
サーとして特別協賛し、「ユナイテッド・
グアムマラソン」と大会名を変更して、
新たなスタートを切る。同大会は毎年規
模が拡大し、今年の大会は、日本から約
1000名のランナーを含む21カ国／地域か
ら約4000名のランナーが参加。大会アン
バサダーのシドニーオリンピック金メダ
リストの高橋尚子さんも参加する。

※大会名称にもある「ココ」は、グアムにしか生息しない島の鳥で、 絶滅の危機に瀕している「Ko'ko' 
Bird （ココバード。別名グアム クイナ）」の意。エントリー料金の一部は保護活動に充てられる。

【問い合わせ】

ユナイテッド・グアムマラソン日本事務局　担当：三上 徳隆

〒101-0024 東京都千代田区神田和泉町1-13 住友商事神田和泉町ビル12F
TEL：03-6891-9353　FAX：03-6891-9407
E-mail：info@guammarathon.jp
営業時間：平日10:00～17:00（土・日・祝日・年末年始（12/26～1/4）は休み）
●詳細は日本語オフィシャルウェブサイト参照のこと
　http://www.guammarathon.jp

【問い合わせ】 

グアム ココロードレース日本事務局（株式会社トスプランニング内）

〒190-0015　東京都立川市泉町935-236-302
TEL：042-540-1529　FAX：042-540-1089
E-mail：japan@guamkoko.com
営業時間：月曜日～金曜日（祝日を除く） 10:00～18:00　
●詳細はウェブサイト参照のこと
　http://www.visitguam.jp/koko/2016/

開催日：2016年10月29日
場　所：ガバナー ジョセフ フローレス メモリアルパーク

ツアーオブグアム （自転車レース・サイクリング）
Tour of Guam Cycling

開催日：2016年12月11日
場　所：グアム中部・南部

第3回 グアム・トライアスロン レオパレス・カップ
Leo Palace Cup

第23回 準硬式フレンドシップ野球トーナメント
23rd Junko Friendship Rubber Baseball Tournament

グアム ココロードレース
GUAM KO'KO' ROAD RACES

ユナイテッド・グアムマラソン
United Airlines Guam Marathon

開催日：2017年4月9日（日）開催日：2016年10月30日（日）

■写真提供：グアム政府観光局　■Photo courtesy of Guam Visitors Bureau
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日本からグアムへNo.1のネットワーク
ユナイテッド航空

ユナイテッド航空

全国各地から毎日グアムへ
経由利用で広がる選択肢

　日本の６都市（札幌、仙台、成田、中
部、関空、福岡）からグアムへ直行便を運
航、日本−グアム間で最大のネットワー
クを誇るユナイテッド航空。グアムの
ホームエアラインとしての役割を担い、
パラオやサイパン、ロタ、ミクロネシア
連邦、マーシャル諸島へのフライトが充
実しているのも魅力だ。
　また、パートナーであるANA国内線を
利用すれば、全国各地からグアムへ毎日
アクセスできるのもユナイテッド航空な
らではの大きなメリット。
　同社日本地区レジャーセールス担当営
業統括本部長の高橋光徳氏は、「ユナイ
テッド航空がグアムへの直行便を運航す
る日本の６つの空港を経由することで、
全国各地から毎日グアムへ、お客様の
ニーズに合ったより利便性の高いフライ
トパターンが組める」と語る。
　例えば、往路は中部（セントレア）経
由、復路は成田経由、といった往復で異
なる経由地を選ぶことも可能。幅広い選
択肢の中から、出発する曜日や時間帯に
合わせて、最適なフライトパターンを組
み立てることができるのだ。
　グアムへの直行便が飛ぶ都市からで
も、経由利用により、毎日接続が可能にな
るだけでなく、時間帯の選択も可能で、
効率的にグアムへの旅が楽しめる。
　高橋氏は「大都市に限らず、全国各地
から気軽にグアムへ行って頂けるよう、
需要をどんどん盛り上げていきたい」と
意欲を見せる。

座席供給強化で大型団体にも対応
グアムで「現地集合／解散」のメリット

　座席供給の強化にも積極的だ。１日３
便を運航する成田−グアム線のうち、成
田を午前と夜に出発する１日２便に投入
する大型機材ボーイング777-200の座席

配置を変更。エコノミークラスを24席増
やし、１フライトあたり計364席を提供
する。１日あたり計40席の増加で、小グ
ループから大型団体まで、幅広い団体需
要を受け入れることができる。
　また、全国６都市からグアムへ直行便
を運航しているので、グアムで「現地集
合／解散」ができるのも同社だけの大き
なポイント。全国規模のインセンティブ
や社員旅行、全国から親戚や友人を呼ん
でのウェディング、といった場面でも威
力を発揮する。
　高橋氏は「座席を増やしたことで、よ
り大型の団体に対しても柔軟に対応でき
るようになる。全国6都市からの直行便に
よる現地集合のメリットも併せてアピー
ルしていくことで、MICEや修学旅行な
ど、大型団体を含めた各種グループの獲
得に積極的に取り組みたい」と語る。

全グアム路線で提供
快適な「ユナイテッド・ビジネス」

　ゆったりとくつろげる快適なシート。
美味しい機内食を厳選されたワインとと
もに楽しめる。空港での専用カウンター
でのチェックインや優先搭乗など、「プ
レミアアクセス」を提供、出発前は「ユ
ナイテッドクラブ」または提携ラウンジ
でゆったり過ごすことができる。また、
成田発着のボーイング777には、フラット
ベッドシートの搭載を進めており、より
快適性がアップする。

「ユナイテッド・エコノミー」にも
新型シートを導入中

　新型シートの導入が進むボーイング
737と777の「ユナイテッド・エコノミー」。
座り心地がより快適となり、ボーイング
737の新型シートには、機内エンターテイ
メントが楽しめるパーソナルモニターを
搭載、日本語対応の映画（邦画や日本語
吹き替え／字幕）も楽しめる。

足元の広い「エコノミープラス」

　通常のエコノミークラスと比べ、シー
トピッチが最大12cm広い「ユナイテッド・

全国6都市から直行便
グアム以遠の路線も充実

すべてのクラスで
快適、便利なサービス

エコノミープラス」は、ボーイング777と
737で利用可能。前方にシートを配置して
いるので、空港到着後、いち早く降機で
きる。追加料金が手頃なのもうれしい。

好評のパーソナル・デバイス・
エンターテイメント

　成田−グアム線のボーイング777では、
パーソナル・デバイス・エンターテイメ
ント（PDE）が好評。手持ちのスマート
フォン、タブレット、PCを利用し、ス
トリーミングでエンターテイメントを楽
しめる。スマートフォン、タブレットの
場合、事前にユナイテッドアプリをダウ
ンロードし、イヤホンを持参する必要が
ある。現在、ボーイング777では新シー
トへの入替えを行っているが、改装され
たユナイテッド・エコノミーのシートに
は、背もたれの後にスマートフォンやタ
ブレットが固定できるホルダーが備え付
けられ、PDEをより快適に楽しむことが
できる。

　主要ホテルが集まるタモン地区。その
中心に位置する「Tギャラリア グアム by 
DFS」内に、今年３月「TCAT（Tumon 
Central Air Terminal）」がオープンした。
　ここでは、夕方にグアムを出発するユ
ナイテッド航空の３便（関空行きUA177
便、中部行きUA171便、成田行きUA873
便）のチェックインが可能。ここで搭乗
手続きと手荷物の預け入れを済ませば、
重い荷物を持たずに、空港まで無料シャ
トルバスを利用して行くことができる。
空港では、チェックインカウンターに並
ぶことなく、直接セキュリティチェック
へ進めばOKだ。FITの旅行者なら片道交
通費が節約できるメリットも大きい。
　TCATは、団体やパッケージツアー
での利用も可能。高橋氏は「TCATで
チェックインを済ませば、最低限の荷物
で空港へ行くことができる。チェックイ

ン後の時間は、ゆっくりとショッピング
や食事に充てることができるので、新し
い最終日の過ごし方として提案していき
たい。一度利用して頂けるとそのメリッ
トの大きさを実感できるはずだ」とア
ピールする。
TCAT営業時間：11時～17時（年中無休）

グアムインターナショナルマラソンの冠スポンサーに
大会名を「ユナイテッド・グアムマラソン」に一新
　グアムでは唯一のマラソンレースと
して、日本からも1000名近いランナー
が参加する「グアムインターナショナ
ルマラソン」。2013年の第1回大会より
協賛を続けるユナイテッド航空は、
2017年より冠スポンサーとして特別協
賛することを発表、大会名も「ユナイ
テッド・グアムマラソン」に一新する。
　2017年は４月９日（日）の開催。引き
続きオリンピック女子マラソン金メダ
リストの高橋尚子さんが大会アンバサ
ダーを務める。

Service

Network Hot Topic

タモン地区にTCATオープン！
街中でチェックイン、そのまま空港へ

www.guammarathon.jp

B777のフラットベッドシート（イメージ）

パーソナルデバイスエンターテイメント（イメージ）

日本−グアム間を結ぶB737

成田−グアム線に投入するB777-200

スマートフォンやタブレットを固定できるホルダー（イメージ）
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